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さ
ん
を
再
任
し
ま
し
た
。
廣
田
会

長
は
、「
東
京
都
議
会
で
の
セ
ク

ハ
ラ
や
じ
は
社
会
の
現
実
」
と
意

識
啓
発
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

上
益
城
大
会
は
、
５
町
の
懇
話

会
と
県
で
作
る
「
連
絡
会
議
」
が

平
成
24
年
か
ら
各
町
持
ち
回
り
で

毎
年
開
催
。
10
月
の
大
会
は
、
福

岡
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
あ
す
ば
る
」
の
前
館
長
・
中
嶋

玲
子
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
と
、

５
町
で
募
集
す
る
川
柳
の
表
彰
や

中
学
生
の
作
文
発
表
な
ど
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
、
平
成
22
年
に
策
定

し
た
「
町
男
女
共
同
参
画
計
画
」

（
５
カ
年
計
画
）
に
基
づ
く
実
施

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
も
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

10
月
・
町
民
会
館　

基
調
講
演
、川
柳
・
作
文
発
表
な
ど

　

嘉
島
町
男
女
共
同
参
画
社
会
推

進
懇
話
会
は
６
月
24
日
、
役
場
会

議
室
で
開
催
。
上
益
城
５
町
共
同

の
啓
発
事
業
「
男
女
共
同
参
画
を

考
え
よ
う
！ 

第
３
回
上
益
城
大

会
in
か
し
ま
」
を
10
月
４
日
、
嘉

島
町
民
会
館
で
開
催
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

　

同
会
は
町
内
各
界
の
７
人
で
構

成
。
会
議
に
先
立
ち
、
荒
木
町
長

が
委
嘱
状
を
交
付
。
会
長
に
廣
田

惠
子
さ
ん
、
副
会
長
に
森
田
義
雄廣田会長

　

嘉
島
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

は
７
月
７
日
、
平
成
26
年
度
総
会

を
役
場
会
議
室
で
開
き
、
平
成
26

年
度
の
事
業
計
画
や
収
支
予
算
な

ど
を
原
案
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

青
少
年
健
全
育
成
チ
ラ
シ
の
配

布
や
青
少
年
健
全
育
成
活
動
団
体

に
対
す
る
助
成
金
交
付
な
ど
を
行

う
予
定
で
す
。

　

会
長
の
荒
木
町
長
は
「
町
の
人

口
も
９
千
人
を
超
え
、
子
ど
も
の

人
口
も
増
え
て
い
ま
す
。
よ
り
い

っ
そ
う
家
庭
と
学
校
と
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
青
少
年
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

嘉
島
交
番
の
前
田
浩
彰
巡
査
部

長
が
「
交
友
関
係
の
広
が
り
や
携

帯
電
話
の
普
及
に
よ
り
青
少
年
の

犯
罪
が
増
え
て
い
る
」
と
町
内
の

犯
罪
状
況
等
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

緑
川
改
修
期
成
会
定
期
総
会
は

７
月
23
日
、
嘉
島
町
民
会
館
で
開

か
れ
、
緑
川
水
系
の
河
川
改
修
を

強
力
に
推
進
す
る
こ
と
を
求
め
る

決
議
を
採
択
、
国
土
交
通
省
や
九

州
地
方
整
備
局
に
繰
り
返
し
要
望

し
て
い
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

会
長
の
荒
木
町
長
は
「
台
風
８

号
は
県
内
に
被
害
は
な
か
っ
た
が
、

近
年
は
局
地
的
か
つ
短
時
間
に
大

雨
が
降
る
傾
向
に
あ
り
、
何
時
で

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
あ
い
さ
つ
、

役
員
改
選
（
再
任
）
な
ど
を
原
案

通
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

熊
本
河
川
国
道
事
務
所
の
進
藤

所
長
か
ら
、
平
成
11
年
の
台
風
18

号
被
害
な
ど
を
踏
ま
え
て
の
緑
川

水
系
の
河
川
改
修
事
業
の
説
明
も

あ
り
ま
し
た
。

荒木町長

町
長
か
ら
委
嘱
状
交
付

大
会
開
催
を
決
め
た
町
男
女
共
同
参
画

社
会
推
進
懇
話
会

安
全·

安
心
な
緑
川
を

河
川
改
修
推
進
な
ど
決
議

青
少
年
育
成
は

家
庭·

学
校·

地
域
一
体
で

嘉
島
町
青
少
年

育
成
町
民
会
議

「
男
女
共
同
参
画
を
考
え
よ
う
！

　
　
　
　
　
　

上
益
城
大
会
in
か
し
ま
」
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平
成
26
年
度
の
第
２
回
高
齢
者
・

婦
人
合
同
学
級
は
６
月
27
日
に
開

催
。
一般
の
町
民
や
学
級
生
63
人
が

参
加
、「
環
境
問
題
と
私
た
ち
に
で

き
る
生
活
の
中
の
省
エ
ネ
」
を
テ
ー

マ
に
、
家
庭
や
地
域
で
で
き
る
こ
と

を
考
え
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
九
州
環
境
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
理
事
長
の
宮
原
美

智
子
さ
ん
が
講
演
。
宮
原
さ
ん

は
、「
省
エ
ネ
は
ケ
チ
ケ
チ
生
活

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無
駄
な
も
の

を
省
く
こ
と
。
た
と
え
ば
皆
さ
ん

の
家
の
年
間
光
熱
費
は
い
く
ら
か

わ
か
っ
て
い
ま
す
か
」
と
問
い
か

け
、
年
間
９
万
円
減
ら
し
た
自
身

の
体
験
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

昔
と
今
の
生
活
で
変
わ
っ
た
こ

と
な
ど
も
発
表
さ
せ
、「
こ
れ
か

ら
本
当
に
必
要
な
も
の
は
何
か
、

ど
う
い
う
暮
ら
し
を
し
た
方
が
い

い
の
か
。
皆
さ
ん
が
選
ん
で
い
く

時
代
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
①
要
ら
な
い
も

の
は
買
わ
な
い
②
環
境
に
配
慮
し

た
も
の
を
使
う
③
地
産
地
消
を
心

が
け
る
④
旬
の
も
の
を
買
う
な
ど

の
具
体
例
を
挙
げ
、「
一
人
一
人

の
力
は
大
き
い
。
選
ぶ
力
の
あ
る

消
費
者
に
な
っ
て
」
と
呼
び
か
け
、

「
こ
の
地
球
を
次
代
に
渡
す
た
め

に
は
、
こ
れ
か
ら
は
『
足
る
を
知

る
生
活
』
が
大
切
で
す
」
と
訴
え

ま
し
た
。

　

嘉
島
町
地
域
婦
人
会
（
廣
田
惠
子
会
長
）

が
７
月
３
日
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
を
視
察
研

修
、
17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

益
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
有
価
物
回
収

協
業
組
合
石
坂
グ
ル
ー
プ
を
訪
れ
、
資
源
ご

み
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
程
や
近
年
の
管
内
の
ご

み
排
出
量
の
推
移
、
３
Ｒ
を
積
極
的
に
推
進

さ
れ
て
い
る
事
業
活
動
な
ど
に
つ
い
て
担
当

者
か
ら
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
質
問
を
し
な
が
ら
熱
心
に
メ
モ

を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

田端 雅充さん

　

嘉
島
町
農
業
委
員
に
、
三
郎
無

田
の
田
端
雅
充
さ
ん
が
選
任
さ
れ
、

７
月
25
日
、
荒
木
町
長
か
ら
選
任

書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
農
業
委
員
は
16
人
。
Ｊ
Ａ

か
み
ま
し
き
推
薦
枠
の
西
田
優
士

委
員
の
退
任
に
伴
う
も
の
で
、
任

期
は
他
の
委
員
と
同
じ
平
成
27
年

12
月
末
ま
で
で
す
。

　

田
端
さ
ん
は
町
の
認
定
農
業
者

で
、
米
、
麦
、
大
豆
を
作
っ
て
い

ま
す
。
町
農
業
を
担
う
中
核
農
家

の
一
人
で
す
。

町
農
業
委
員
に

田
端 
雅
充 
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
三
郎
無
田
）

宮原 美智子さん

高
齢
者
・
婦
人
合
同
学
級

　

郷
土
料
理
に
つ
い
て
の
知
識
や

経
験
、
技
術
が
卓
越
し
て
い
る
と

し
て
県
の
「
く
ま
も
と
ふ
る
さ
と

食
の
名
人
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る

嘉
島
町
の
女
性
４
人
が
７
月
３
日
、

県
知
事
公
邸
で
、
知
事
の
お
客
様

に
町
の
食
材
を
活
か
し
た
地
産
地

消
の
郷
土
料
理
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

蒲
島
知
事
が
嘉
島
町
の
食
の
名

人
さ
ん
に
依
頼
。
河
原
君
代
さ
ん
、

佐
藤
美
代
子
さ
ん
、
藤
木
澄
子
さ

ん
、
藤
瀨
眞
理
子
さ
ん
の
４
人
が

料
理
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、
町
特
産
の
大
豆

を
使
っ
た
豆
腐
、
お
か
ら
サ
ラ
ダ
、

タ
マ
ネ
ギ
サ
ラ
ダ
、
大
豆
と
ト
マ

ト
の
夏
ス
ー
プ
な
ど
の
ほ
か
、
最

高
級
評
価
の
嘉
島
町
産
米
「
森
の

く
ま
さ
ん
」
の
お
に
ぎ
り
も
。

　

出
席
者
は
14
人
。
ど
の
料
理
も

好
評
で
、
知
事
の
「
お
も
て
な

し
」
に
ひ
と
役
買
い
ま
し
た
。

リサイクル	
　施設視察

資源ごみ、ごみ排出量…

嘉島町地域婦人会

知
事
公
舎
で	

郷
土
料
理
披
露

嘉
島
町
の

「
食
の
名
人
」

「
足
る
を
知
る
生
活
を
」

環
境
問
題
と
省
エ
ネ
学
ぶ

高
齢
者
・
婦
人
合
同
学
級
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上
益
城
郡
消
防（
操
法
）大
会 

嘉
島
町
消
防
団　

上
位
独
占

　

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
、
開
会

式
は
町
民
体
育
館
で
開
催
。
嘉
島

町
消
防
団
の
金
澤
団
長
の
総
指
揮

の
も
と
、
各
町
消
防
団
員
と
関
係

者
約
４
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
会
長
で
県
消
防
協
会
上
益
城

郡
支
部
長
の
荒
木
町
長
は
、「
消

防
団
は
地
域
防
災
の
要
」
と
地
域

住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
団
員

の
活
動
を
た
た
え
て
激
励
。
嘉

島
町
消
防
団
の
名
嘉
眞
勉
団
員
が

「
崇
高
な
る
消
防
精
神
に
の
っ
と

り
、
正
々
堂
々
、
競
技
し
ま
す
」

と
力
強
く
選
手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
新
し
い
優
勝
旗
が
上
益

城
郡
町
村
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

　

操
法
大
会
は
役
場
前
駐
車
場
で

行
わ
れ
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
は

小
型
ポ
ン
プ
の
部 

優
勝
、準
優
勝

　

平
成
26
年
度
の
上
益
城
郡
消
防

大
会
（
操
法
大
会
）
は
７
月
６
日
、

嘉
島
町
民
体
育
館
と
同
役
場
前
駐

車
場
で
開
か
れ
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部

に
出
場
し
た
嘉
島
町
消
防
団
は
第

１
分
団
第
２
部
（
下
六
嘉
）
が
優
勝
、

同
分
団
第
１
部
（
井
寺
）
が
準
優

勝
と
上
位
を
独
占
し
ま
し
た
。

総指揮の金澤団長

各
町
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
11

チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
は
同

４
チ
ー
ム
が
出
場
。
激
し
い
風
雨

で
一
時
競
技
が
中
断
し
ま
し
た
が
、

雨
の
中
で
も
団
員
た
ち
は
鍛
え
上

げ
た
技
術
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
消
防
団
の
第
１
分
団
第

２
部
は
３
番
目
、
同
分
団
第
１
部

は
９
番
目
に
出
場
、
き
び
き
び
と

し
た
動
き
や
ホ
ー
ス
さ
ば
き
な
ど

の
的
確
な
技
術
で
高
い
評
価
を
受

け
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
各
部
の
団
員
は
次
の

通
り
で
す
。
敬
称
略
。

【
第
１
分
団
第
２
部
】
▽
指
揮
者

本
田　

智
大
▽
１
番
員　

松
永　

浩
典
▽
２
番
員　

田
上　

潤
▽
３

番
員　

上
野　

幸
成
▽
補
員　

本

田　

裕
二

【
第
１
分
団
第
１
部
】
▽
指
揮
者

名
嘉
眞　

勉
▽
１
番
員　

髙
松　

秀
行
▽
２
番
員　

甲
斐
原　

卓
也

▽
３
番
員　

武
田　

昴
大
▽
補
員

　

髙
松　

英
太
朗

第
１
分
団
第
２
部

大会会長の荒木町長

選手宣誓の名嘉眞団員

第
１
分
団
第
1
部

見事に整列した嘉島町消防団
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第
64
回
上
益
城
郡
民
体
育
祭
は

７
月
12
、
13
日
（
一
部
前
後
日
）

嘉
島
町
内
を
主
に
郡
内
各
地
で

開
催
。
嘉
島
町
は
水
泳
、
空
手
道
、

サ
ッ
カ
ー
の
３
競
技
で
優
勝
、
総

合
５
位
で
し
た
。
総
合
優
勝
は
益

城
町
。
嘉
島
町
は
全
18
競
技
の
う

ち
12
競
技
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
は
13
日
、
嘉
島
町
民
体

育
館
で
開
か
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
功
労

者
や
優
秀
者
の
表
彰
後
、
大
会
会

長
の
荒
木
町
長
が
「
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
し
て

ほ
し
い
。
東
京
五
輪
の
開
催
が
決

ま
り
、
上
益
城
郡
か
ら
も
日
本
代

表
と
し
て
選
手
が
出
場
し
て
く
れ

た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
力
を
尽

選手宣誓する
水泳競技の園田選手

く
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

嘉
島
町
の
水
泳
チ
ー
ム
の
園
田
武

司
選
手
が
、
各
町
の
旗
を
従
え
て

「
全
力
を
尽
く
し
ま
す
」
と
力
強

く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
で
一
部
競
技
は

順
延
さ
れ
ま
し
た
が
、
全
競
技
が

無
事
終
了
。
嘉
島
町
内
で
は
今
春

完
成
し
た
総
合
運
動
公
園
多
目
的

競
技
場
で
サ
ッ
カ
ー
競
技
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
水
泳
や
空
手
道
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
銃
剣
道
、
軟
式
野

球
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
各
競
技
の
選
手
た

ち
は
強
い
日
差
し
や
蒸
し
暑
さ
の

中
、
各
会
場
で
懸
命
の
プ
レ
ー
を

展
開
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
関
係
の
被
表
彰
者
と
表

彰
理
由
は
次
の
通
り
で
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
】

○
前
田　

義
弘
さ
ん
（
昨
年
の
第

68
回
県
民
体
育
祭
水
泳
競
技
・
男

子
50
㍍
自
由
形
65
歳
以
上
で
優

勝
）

○
吉
見　

茂
さ
ん
（
第
68
回
県
民

体
育
祭
水
泳
競
技
・
男
子
50
㍍
背

泳
55
歳
以
上
で
優
勝
）

　

第
32
回
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
の
決
勝
戦
は
６
月
19

日
、
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
は
６
月
３
日
開
幕
、
９

チ
ー
ム
が
参
加
。
決
勝
戦
は
、
予

選
リ
ー
グ
か
ら
と
も
に
無
敗
の
エ

ン
ブ
レ
ム
と
ト
ヨ
タ
部
品
が
対
戦
。

試
合
は
中
盤
に
ト
ヨ
タ
部
品
が
先

制
し
た
も
の
の
土
壇
場
で
エ
ン
ブ

レ
ム
が
追
い
つ
き
延
長
戦
へ
突
入
。

そ
の
ま
ま
の
勢
い
で
表
の
攻
撃
を

０
点
に
抑
え
た
エ
ン
ブ
レ
ム
が
裏

の
攻
撃
で
１
点
を
奪
取
、
４
対
３

と
劇
的
な
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
で
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
高
田
み
ん
な
の
広
場
公
園
）

サ
ッ
カ
ー
（
総
合
運
動
公
園
）

銃剣道（嘉島西小） 空手道（嘉島中）

水
泳
、空
手
道
、サ
ッ
カ
ー	

嘉
島
町 

３
競
技
で
優
勝

第
64
回
上
益
城
郡
民
体
育
祭

エ
ン
ブ
レ
ム
に
栄
冠

第
32
回
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
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嘉
島
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
教
育
講
演

会
「
い
の
ち
と
夢
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
７
月
５
日
、
同
中
体
育
館
で
開

か
れ
、
生
徒
と
保
護
者
が
い
の
ち

の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

語
り
手
は
、
日
本
中
を
旅
し
な

が
ら
出
会
い
を
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
変

え
る
放
浪
の
合
唱
作
曲
家
、
弓
削

田
健
介
さ
ん
。
全
国
各
地
で
年
間

１
５
０
～
２
０
０
回
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
、
各
地
の
合
唱
団
に
楽

曲
を
提
供
し
て
お
り
、「
音
楽
版

山
下
清
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
研

究
大
会
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
や
上
海

万
博
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
曲
の
作
曲

な
ど
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　

講
演
会
で
は
、
全
国
の
保
護
者

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
中
学
生
か
ら
の

手
紙
を
も
と
に
作
っ
た
歌
、
全
国

各
地
を
回
っ
て
の
体
験
談
な
ど
を

交
え
な
が
ら
、「
一
人
の
命
が
生

ま
れ
る
に
は
何
百
万
人
以
上
の
ご

先
祖
様
の
存
在
が
あ
る
。
そ
の
ご

先
祖
様
が
み
ん
な
を
応
援
し
て
い

る
。
そ
し
て
一
番
近
い
ご
先
祖
様

が
両
親
」
と
、
わ
か
り
や
す
く
い

の
ち
の
大
切
さ
を
伝
え
、『
い
の

ち
』
と
書
か
れ
た
衣
装
を
用
い
て

『
い
の
ち
』
の
重
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

　

生
徒
や
保
護
者
は
、
真
剣
な
眼

差
し
で
聞
き
入
り
、
涙
ぐ
む
人
も
。

最
後
は
、
全
員
で
「
夢
を
つ
な
ご

う
」
と
手
拍
子
し
な
が
ら
合
唱
。

た
く
さ
ん
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
心

洗
わ
れ
る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

嘉
島
東
小
学
校
の
４
年
生
が
７

月
15
日
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
で
勉
強
、
認
知
症
の
人
た

ち
に
や
さ
し
く
声
を
か
け
る
「
お

う
え
ん
し
ゃ
（
応
援
者
）」
に
な

り
ま
し
た
。

　

４
年
生
は
校
区
内
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
康
寿
苑
の
お
年
寄
り

と
の
交
流
を
予
定
。
そ
の
前
に
高

齢
者
や
認
知
症
の
理
解
を
深
め
よ

う
と
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
地
で
養
成
講
座
を
開
い
て
い

る
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の
早
川

町
民
課
長
た
ち
５
人
が
「
先
生

役
」。
脳
の
模
型
や
紙
芝
居
を
使

い
、
ゲ
ー
ム
も
入
れ
な
が
ら
、「
ご

は
ん
を
食
べ
た
こ
と
は
覚
え
て
い

る
け
ど
何
を
食
べ
た
か
忘
れ
る
の

は
も
の
忘
れ
。
ご
は
ん
を
食
べ
た

こ
と
を
忘
れ
る
の
は
認
知
症
」
と

分
か
り
や
す
く
説
明
。

　
「
覚
え
ら
れ
な
い
。
忘
れ
て
し

ま
う
」「
時
間
や
月
日
、
場
所
や

人
が
わ
か
ら
な
く
な
る
」
な
ど
の

特
徴
を
挙
げ
、「
85
歳
以
上
の
４

人
に
１
人
は
認
知
症
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。『
自
分
は
ど
う

な
る
ん
だ
ろ
う
』
と
い
う
不
安
な

気
持
ち
を
理
解
し
て
、
や
さ
し
く

思
い
や
り
を
持
っ
て
接
し
て
く
だ

さ
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
日
受
講
し
た
４
年
生
は
18

人
。
半
数
は
曽
祖
父
母
や
祖
父
母

と
同
居
、「
耳
が
遠
い
」「
ゆ
っ
く

り
歩
く
」「
目
が
見
え
な
い
」
と

高
齢
者
の
特
徴
も
日
ご
ろ
か
ら
感

じ
て
い
て
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

意
見
も
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
講

座
が
終
わ
っ
た
後
は
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
を
示
す
オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
を
手
首
に
つ
け
ま
し
た
。

「
認
知
症
っ
て
何
だ
ろ
う
」

一
生
懸
命
に
学
ぶ
4
年
生

紙
芝
居
も
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た

弓削田 健介さん

歌や語りに熱心に聞き入る生徒と保護者たち

やさしく声をかけ	
認知症の人を	おうえん	します

東小４年生がサポーターに

い
の
ち 

と 

夢 

の
コ
ン
サ
ー
ト

嘉
島
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
教
育
講
演
会
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Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
法
を
学
ぶ
生
徒
た
ち

胸骨圧迫の指導を受ける生徒たち

心
肺
蘇
生
法
を
学
ぶ
保
護
者
た
ち

　

嘉
島
中
学
校
の
３
年
生
83
人
全

員
を
対
象
に
し
た
救
急
法
講
習
会

が
７
月
２
～
４
日
、
同
校
で
行
わ

れ
、
生
徒
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で

胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

と
人
工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
の
操
作
法
を
学

び
ま
し
た
。

　

福
祉
体
験
学
習
の
一
環
と
し
て

毎
年
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
１
組

か
ら
３
組
ま
で
日
替
わ
り
で
実
施
。

３
日
は
２
組
の
25
人
が
受
講
し
ま

し
た
。

　

講
師
は
、
上
益
城

消
防
本
部
の
甲
斐
原

透
消
防
司
令
補
と
第

２
小
隊
の
隊
員
４
人
。

甲
斐
原
さ
ん
に
よ
る

と
、
人
が
倒
れ
た
と

き
は
ま
ず
意
識
の
有

無
と
呼
吸
を
確
認
、

意
識
も
な
く
呼
吸
も

し
て
い
な
い
と
き
は

救
急
車
を
呼
び
、
直

ち
に
胸
の
真
ん
中
を

両
手
で
押
す
「
胸
骨

圧
迫
」
で
血
液
を
全

身
に
循
環
さ
せ
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
が
届
い
た
ら
Ａ

Ｅ
Ｄ
と
胸
骨
圧
迫
を

繰
り
返
す
こ
と
。「
救

急
車
の
到
着
ま
で
何
も
し
な
い
な

ら
ま
ず
助
か
ら
な
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
５
人
ず
つ
の
班
に

分
か
れ
、
甲
斐
原
さ
ん
た
ち
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
人
形
や
訓
練

キ
ッ
ト
を
使
っ
て
練
習
。
胸
骨
圧

迫
は
重
ね
た
両
手
で
「
強
く
、
早

く
、
絶
え
間
な
く
」
圧
迫
す
る
こ

と
。
１
分
間
に
１
０
０
回
以
上
を

２
分
間
交
代
で
続
け
ま
し
た
が
、

男
子
生
徒
も
「
き
つ
い
で
す
」。

Ａ
Ｅ
Ｄ
も
音
声
案
内
に
従
っ
て
操

作
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

生
徒
は
「
人
を
助
け
る
の
は
大

変
だ
け
ど
、
負
け
ず
に
が
ん
ば
ら

な
い
と
助
か
ら
な
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

中
学
校
に
は
２
か
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

　

夏
休
み
中
の
プ
ー
ル
監
視
に
あ

た
る
嘉
島
東
・
西
小
学
校
の
保
護

者
が
７
月
４
日
、
両
小
体
育
館
で

そ
れ
ぞ
れ
心
肺
蘇
生
法
講
習
会
を

受
講
、
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
）
や
人
工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
操

作
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

熊
本
市
の
小
学
校
で
昨
年
起
き

た
プ
ー
ル
事
故
を
教
訓
に
、
各
小

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
プ
ー
ル
監
視
を
担
当
す

る
保
護
者
全
員
を
対
象
に
実
施
。

東
小
で
は
約
90
人
、
西
小
で
は
約

３
０
０
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

西
小
の
講
師
は
、
警
備
会
社

キ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
の
井
善
彦
さ
ん
た

ち
５
人
。
万
一
事
故
が
起
き

た
場
合
は
、
①
場
所
の
安
全

確
保
②
大
声
で
周
り
の
人
に

助
け
を
求
め
る
③
名
指
し
で

１
１
９
番
通
報
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

確
保
を
求
め
る
④
呼
吸
や
意

識
の
有
無
を
確
認
し
て
⑤
胸

骨
圧
迫
を
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
を
挟

み
な
が
ら
救
急
車
が
来
る
ま

で
続
け
る
、
な
ど
の
動
作
を

説
明
。
保
護
者
は
学
年
ご
と

に
実
際
に
練
習
を
繰
り
返
し

ま
し
た
。

　

同
小
は
、
９
人
１
組
で

プ
ー
ル
監
視
に
あ
た
り
、
緊

急
時
の
役
割
分
担
も
決
め
て

い
ま
す
。

　

東
小
で
は
、
上
益
城
消
防

本
部
の
隊
員
３
人
が
指
導
し

ま
し
た
。

東
・
西
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

３
年
生
全
員
が
受
講

胸
骨
圧
迫　

Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作

嘉
島
中
で
救
急
法
講
習
会

プ
ー
ル
監
視
に
備
え
て
…

心
肺
蘇
生
法
講
習
会
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第
39
回
上
益
城
郡
中
学
校
総
合

体
育
大
会
は
６
月
29
、
30
日
に
郡

内
各
地
で
開
か
れ
ま
し
た
。
嘉
島

中
学
校
は
８
競
技
に
参
加
、
団
体

で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
女
が
優
勝
、

個
人
競
技
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

柔
道
、
テ
ニ
ス
、
空
手
道
の
各
競

技
で
17
人
が
上
位
入
賞
。
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
男
女
に
空
手
道
男
子
形
の

３
団
体
と
16
人
が
県
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。
水
泳
競
技
は
台
風
８

号
の
た
め
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　

個
人
競
技
の
県
大
会
出
場
選
手

は
次
の
通
り
で
す
。
敬
称
略
。

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】
◇
男
子
▽
ダ

ブ
ル
ス　

野
村
澪
次
・
深
田
裕
成

（
３
年
）、
上
田
虎
太
郎
・
松
岡
大

樹
（
３
年
）
◇
女
子
▽
シ
ン
グ
ル

ス　

本
田
涼
乃
（
１
年
）
▽
ダ

ブ
ル
ス　

八
反
田
佳
邑
・
西
田
翠

（
３
年
）

【
柔
道
】
◇
男
子
▽
50
㌔
級　

葊

田
愁
（
１
年
）
▽
73
㌔
級　

北
原

嘉
島
中
学
校	

２
団
体
17
個
人	

　
　
　

上
位
入
賞

上
益
城
郡
中
学
校

総
合
体
育
大
会

バドミントン（団体・個人）

空手道（団体形・個人）左から西村、福本、藤本、清村の各選手

悠
（
２
年
）
▽
81
㌔
級　

笠
隼
人

（
２
年
）
▽
90
㌔
超
級　

南
太
陽

（
２
年
）

【
テ
ニ
ス
】
◇
男
子
▽
シ
ン
グ
ル

ス　

白
神
嘉
也
（
２
年
）　

【
空
手
道
】
◇
男
子
▽
個
人
形　

清
村
皇
輝
（
３
年
）、
藤
本
陸
椰

（
３
年
）、
西
村
宙
（
１
年
）、
福

本
颯
（
１
年
）

テニス

白神 選手
柔道
南 選手

柔道
笠 選手

柔道
北原 選手

柔道
葊田 選手

圧倒的な強さで郡大会を制した嘉島MBC（右）と嘉島WGMBC

　

嘉
島
西
小
学
校
の
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
６
月
28

日
、
益
城
中
央
小
学
校
で
開
か
れ

た
第
34
回
上
益
城
郡
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
優
勝
大
会
で
、
男

女
と
も
に
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
名
は
、
男
子
が
「
嘉
島

Ｍ
Ｂ
Ｃ
」、
女
子
が
「
嘉
島
Ｗ
Ｇ

Ｍ
Ｂ
Ｃ
」。
い
ず
れ
も
予
選
か
ら

決
勝
ま
で
対
戦
相
手
を
大
差
で
下

す
圧
倒
的
な
強
さ
で
し
た
。

　

大
会
に
は
郡
内
か
ら
、
男
子
７

チ
ー
ム
、
女
子
19
チ
ー
ム
が
出
場
。

男
子
は
予
選
リ
ー
グ
で
２
勝
し
た

後
、
２
勝
同
士
の
決
定
戦
で
勝
利
。

決
勝
は
益
城
Ｍ
Ｂ
Ｃ
に
56

－

15
と

圧
勝
。
女
子
は
同
じ
く
予
選
リ
ー

グ
で
２
勝
同
士
の
決
定
戦
を
勝
ち
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
。
準
決
勝

を
危
な
げ
な
く
勝
ち
抜
き
、
決
勝

は
広
安
西
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
に
55

－

18

と
こ
ち
ら
も
圧
勝
で
し
た
。

　

男
子
主
将
の
鳥
栖
健
汰
君
（
６

年
）
は
、「
練
習
し
た
通
り
、
い
や

そ
れ
以
上
の
力
が
出
せ
た
。
初
め

て
の
男
女
優
勝
で
う
れ
し
か
っ
た
」。

女
子
主
将
の
佐
川
真
菜
さ
ん
は
、

「
決
勝
の
広
西
と
は
練
習
試
合
で

は
最
初
は
負
け
て
い
て
逆
転
勝
ち

し
た
け
ど
、
決
勝
で
は
最
初
か
ら

リ
ー
ド
し
て
勝
て
た
の
で
う
れ
し

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

西
小
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ク
ラ
ブ

郡
大
会
で
男
女
優
勝

予
選
、決
勝
と
も
圧
勝
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保
護
者
の
佐
藤
彰
洋
さ
ん
が
提

供
し
た
、
学
校
近
く
の
田
で
５
年

生
18
人
が
田
植
え
を
し
ま
し
た
。

　

１
列
に
並
ん
で
植
え
て
い
き
ま

す
が
、
す
ぐ
に
倒
れ
る
苗
も
あ
り

ま
し
た
。
声
を
上
げ
笑
顔
を
見
せ

て
楽
し
そ
う
。
き
れ
い
に
並
ん
だ

苗
を
見
て
「
美
し
い
」。
米
の
値

段
や
１
粒
の
モ
ミ
が
ど
れ
く
ら
い

の
米
に
な
る
の
か
、
な
ど
の
質
問

も
。
残
っ
た
苗
は
、
校
内
の
花
壇

を
改
良
し
た
田
に
植
え
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
い
て
鯰
の
吉
田
三
十

志
さ
ん
提
供
の
田
で
、
保
護
者
も

交
え
て
の
田
植
え
で
し
た
。

　

水
着
や
カ
ラ
フ
ル
な
洋
服
で
、

勢
い
よ
く
田
ん
ぼ
に
入
っ
た
園
児

た
ち
。
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
の
緒
方

邦
昭
さ
ん
た
ち
が
指
導
。
自
分
た

ち
で
種
ま
き
し
た
「
森
の
く
ま
さ

ん
」
の
苗
を
１
株
ず
つ
て
い
ね
い

に
。
尻
も
ち
を
つ
い
た
り
手
を
突

い
た
り
と
大
賑
わ
い
。
み
ん
な
泥

ん
こ
色
の
洋
服
に
変
身
し
ま
し
た
。

　

５
年
生
59
人
は
７
月
11
日
、
林

田
賢
秀
さ
ん
が
提
供
し
た
上
仲
間

の
田
で
田
植
え
を
し
ま
し
た
。

　

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
親
指

と
人
差
指
と
中
指
で
苗
を
摘
ま

み
、
縦
横
き
れ
い
に
揃
え
て
い
き

ま
し
た
。
足
が
抜
け
な
く
な
っ
た

り
、
か
ぶ
っ
て
い
た
帽
子
が
落
ち

た
り
も
。「
久
し
ぶ
り
の
田
植
え

は
楽
し
か
っ
た
」「
今
は
機
械
が

あ
る
け
ど
昔
は
大
変
だ
っ
た
ん
だ

な
ぁ
」
と
感
想
が
出
て
い
ま
し
た
。 　

農
村
女
性
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議

会
代
表
の
河
原
君
代
さ
ん
が
井
寺

地
区
の
田
を
提
供
。
園
児
21
人
が

苗
を
植
え
ま
し
た
。

　

都
市
と
農
村
の
交
流
事
業
で
、

今
年
で
３
年
目
。
園
児
は
熊
本
市

東
区
若
葉
か
ら
バ
ス
で
来
町
。
指

導
を
受
け
な
が
ら
田
植
え
。
笑
顔

が
あ
ふ
れ
、
そ
の
う
ち
泥
ん
こ
に
。

終
了
後
は
近
く
の
湧
水
池
の
清
水

で
体
を
き
れ
い
に
洗
い
ま
し
た
。

嘉
島
東
小

嘉
島
西
小

嘉
島
幼
稚
園

「
豊
か
に
実
っ
て
」

　

園
児
・
児
童
が
田
植
え

　

梅
雨
の
最
中
の
７
月
、
嘉
島
町
内

で
、
園
児
や
児
童
が
田
植
え
を
体
験
。

は
し
ゃ
い
で
楽
し
み
な
が
ら
、
米
作

り
の
大
変
さ
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
実
感
で

き
た
よ
う
で
す
。

嘉
島
町
農
村
女
性
グ
ル
ー
プ

熊
本
市
・
の
ぞ
み
保
育
園

　

嘉
島
町
内
の
女
性
有
志
で
作
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
そ
っ

と
の
ぞ
い
て
み
て
ご
ら
ん
」
が
７

月
17
日
、
上
仲
間
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
悠
優
か
し
ま
」
で
30

台
余
の
車
い
す
を
掃
除
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
各
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
お
り
、
こ
の
日
は
代
表

の
鷹
木
ヨ
シ
エ
さ
ん
た
ち
４
人
が

訪
問
。
歯
ブ
ラ
シ
や
布
、
割
り
ば

し
な
ど
を
使
っ
て
、
１
台
ず
つ
細

か
な
と
こ
ろ
ま
で
て
い
ね
い
に
掃

除
、
車
い
す
は
見
違
え
る
よ
う
に

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
川
野
光

恵
施
設
長
は
「
本
当
に
助
か
り
ま

す
」
と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

そ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
て
ご
ら
ん

車
い
す
を
き
れ
い
に

悠
優
か
し
ま
で
奉
仕
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者
が
作
っ
た
カ
レ
ー
を
食
べ
て
、

パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

年
中
の
す
み
れ
組
の
園
児
た
ち

は
、
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
、
レ
タ

ス
を
材
料
に
デ
ザ
ー
ト
作
り
。
文

化
委
員
会
の
保
護
者
か

ら
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

包
丁
で
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ

リ
を
切
り
、
レ
タ
ス
と

コ
ー
ン
、
シ
ー
チ
キ
ン
と

一
緒
に
盛
り
つ
け
ま
し
た
。

　

遊
戯
室
で
の
食
育
教
室

で
は
、
年
長
の
さ
く
ら
組

が
親
子
で
ト
リ
ひ
き
肉
の

ウ
イ
ン
ナ
ー
作
り
。
食
生

活
改
善
推
進
員
や
町
の
管

理
栄
養
士
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
ひ
き
肉
を
丸
め

ま
し
た
。
そ
の
あ
と
園
児

は
教
室
で
、「
赤
・
黄
・

緑
の
食
べ
物
を
食
べ
る
」

「
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
」

と
勉
強
。

　

嘉
島
町
学
童
水
泳
記
録
会
は
７

月
24
日
、
嘉
島
西
小
プ
ー
ル
で
開

か
れ
、
東
・
西
両
小
の
４
～
６
年

生
約
２
５
０
人
が
出
場
。
猛
暑
の

中
、
力
い
っ
ぱ
い
の
泳
ぎ
を
見
せ
、

５
種
目
で
６
個
の
大
会
新
記
録
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

　

町
小
体
連
会
長
の
竹
田
西
小
校

長
と
工
藤
教
育
長
が
「
自
己
記
録

更
新
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
激
励
、
西
小
６
年
生

の
有
馬
晃
樹
君
は
「
最
後
ま
で
あ

き
ら
め
ず
に
全
力
で
泳
ぎ
ま
す
」

と
力
強
く
選
手
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

種
目
は
50
㍍
と
25
㍍
の
自
由

形
・
平
泳
ぎ
、
25
㍍
×
４
の
１
０

０
㍍
リ
レ
ー
。
選
手
た
ち
は
仲
間

や
保
護
者
の
盛
ん
な
声
援
を
受
け
、

一
生
懸
命
に
泳
い
で
い
ま
し
た
。

　

大
会
新
記
録
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
４
年
男
子
50
㍍
自
由
形

　

39
秒
６　

廣
川　

生
（
東
）

　

42
秒
６　

井
上　

遥
（
西
）

◇
４
年
男
子
50
㍍
平
泳
ぎ

　

57
秒
３　

廣
川　

生
（
東
）

◇
５
年
女
子
50
㍍
自
由
形

　

40
秒
６　

中
冨　

遥
香
（
東
）

◇
５
年
女
子
50
㍍
平
泳
ぎ

　

58
秒
６　

堀
田　

愛
心
（
西
）

◇
５
年
女
子
25
㍍
自
由
形

　

19
秒
３　

中
冨　

遥
香
（
東
）

※
敬
称
略

赤、黄、緑の食べ物の勉強も

「
お
い
し
い
！
」　

楽
し
く
食
べ
る
園
児
た
ち

みんなでデザート作り

　

嘉
島
幼
稚
園
で
７
月
７
日
、
七

夕
パ
ー
テ
ィ
ー
と
親
子
食
育
教
室

が
一
緒
に
開
か
れ
、
園
児
た
ち
は

デ
ザ
ー
ト
を
作
っ
た
り
、
食
べ
物

の
勉
強
を
し
た
り
し
た
後
、
保
護

　

保
護
者
は
規
則
正
し
い
生
活
リ

ズ
ム
や
１
日
３
食
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。

　

さ
く
ら
組
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、

園
児
た
ち
が
作
っ
た
七
夕
飾
り
を

立
て
て
あ
る
遊
戯
室
で
。
カ
レ
ー

や
ウ
イ
ン
ナ
ー
、
デ
ザ
ー
ト
を
、

親
子
で
に
ぎ
や
か
に
楽
し
く
食
べ

ま
し
た
。

有馬君の選手宣誓

記
録
め
ざ
し
て
！

５
種
目
６
個
の
大
会
新

嘉島町学童	
水泳記録会

七
夕
パ
ー
テ
ィ
ー
と
親
子
食
育
教
室

デ
ザ
ー
ト
作
っ
て

食
べ
物
も
勉
強

嘉
島
幼
稚
園

力泳、ゴール
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暗い中に浮かび上がる民話の世界	

パネルシアター　

子どもたちを魅了
東・西小読み聞かせの会有志

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
製
作
・
公
演
し
た

読
み
聞
か
せ
の
会
の
み
な
さ
ん

　

嘉
島
東
・
西
小
の
保
護
者
で

作
る
読
み
聞
か
せ
の
会
の
有
志
が
、

暗
い
中
で
切
り
絵
が
浮
か
び
上
が

る
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
制
作
、
両

小
と
嘉
島
幼
稚
園
で
公
演
。
子
ど

も
た
ち
は
、
切
り
絵
と
朗
読
で
巧

み
に
表
現
さ
れ
た
民
話
の
世
界
に

引
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
熱
心
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

切
り
絵
は
、
蛍
光
塗
料
入
り
の

絵
の
具
で
彩
色
。
周
り
を
暗
く
し

た
中
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
を
当

て
る
と
絵
が
光
っ
て
浮
か
び
上
が

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
朗
読
に
合

わ
せ
、
大
き
な
パ
ネ
ル
に
絵
を
張

り
替
え
て
物
語
を
表
現
し
ま
す
。

　

制
作
・
公
演
し
た
の
は
、
西
小

の
「
ひ
だ
ま
り
の
会
」（
奥
村
貴

子
代
表
）
と
東
小
の
「
ハ
ッ
ピ
ー

マ
マ
」（
井
上
千
春
代
表
）
の
約

10
人
。
10
年
以
上
前
か
ら
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
を
引
き
継
い
で
き

た
「
ひ
だ
ま
り
の
会
」
に
、「
ハ
ッ

ピ
ー
マ
マ
」
が
合
流
し
ま
し
た
。

　

作
品
は
「
ぐ
つ
と
お
し
ょ
う
さ

ん
」
と
「
ひ
ぐ
ら
し
え
ん
ぴ
つ
」

の
２
本
。
昨
年
冬
か
ら
制
作
を
始

め
、
絵
の
得
意
な
人
が
絵
を
描
き
、

み
ん
な
で
色
を
塗
り
、
け
い
こ
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
は

３
学
期
に
公
演
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

で
延
期
、
欠
席
が
少
な
い
梅
雨
時

の
披
露
に
な
り
ま
し
た
。

　

公
演
時
間
は
２
作
品
で
15
分

ほ
ど
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
作

品
の
世
界
に
入
り
込
ん
で
し
ま
っ

た
よ
う
で
、「
お
し
ょ
う
さ
ん
が

面
白
い
」「
ひ
ぐ
ら
し
え
ん
ぴ
つ

は
何
で
も
描
け
る
の
が
す
ご
い
」

「
光
っ
て
き
れ
い
だ
っ
た
」
と
次
々

に
感
想
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
団
体
「
中
郡
愛
郷

会
」
会
長
の
栗
﨑
勝
さ
ん
が
７
月

14
日
、
嘉
島
東
小
学
校
４
年
生
に
、

町
内
の
湧
水
の
話
を
し
、
鯰
地
区

な
ど
町
内
の
地
名
の
起
こ
り
と
さ

れ
る
伝
承
を
紙
芝
居
で
披
露
し
ま

し
た
。

　

社
会
科
で
水
道
や
地
下
水
を
勉

強
す
る
一
環
。
学
校
の
依
頼
を
受

け
た
嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し
て
い
る

栗
﨑
さ
ん
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

栗
﨑
さ
ん
は
、
町
内
に
は
13
カ

所
の
湧
水
が
あ
り
、
東
小
校
区

に
は
そ
の
多
く
が
集
中
し
て
い
る

こ
と
。
中
で
も
学
校
近
く
の
湧
水

池
に
は
、
県
内
で
は
嘉
島
町
と
山

江
村
で
し
か
見
ら
れ
な
い
絶
滅
危

惧
種
の
「
ヒ
メ
バ
イ
カ
モ
（
姫
梅

花
藻
）」
が
自
生
し
て
い
る
こ
と
、

な
ど
を
説
明
。「
水
を
大
切
に
し

て
、
湧
水
池
に
茂
っ
て
い
る
外
来

種
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
タ
ス
を
見
つ

け
た
ら
一
つ
で
も
取
り
除
い
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
友
人
と
共
同
で
作
っ

た
と
い
う
紙
芝
居
を
披
露
。
健

磐
龍
命
（
タ
ケ
イ
ワ
タ
ツ
ノ
ミ
コ

ト
）
が
、
湖
だ
っ
た
阿
蘇
の
外
輪

山
を
蹴
破
り
、
湖
の
主
だ
っ
た
ナ

マ
ズ
が
流
れ
着
い
た
所
が
「
鯰
」。

ナ
マ
ズ
を
切
っ
た
所
が
「
押
切
」、

６
つ
に
分
け
て
運
ん
だ
の
で
「
六

嘉
（
荷
）」
の
地
名
と
な
っ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
熱
心
に
話
を
聞
き
、

数
日
後
、
近
く
の
湧
水
池
に
繁
茂

し
て
い
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
タ
ス
を

自
発
的
に
取
り
除
き
ま
し
た
。

「
き
れ
い
な
湧
水
大
切
に
」

「
鯰
の
地
名
の
起
こ
り
は
」

中
郡
愛
郷
会
の
栗
﨑
さ
ん

東
小
学
校
４
年
生
に
講
話

朗読に合わせて切り絵を
張り替えていく公演

「
水
を
大
切
に
」
と
話
す
栗
﨑
さ
ん
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に
久
し
ぶ
り
に
馬
の
奉
納
が
実
現

し
ま
し
た
。

　

約
１
・
２
㍍
の
大
太
鼓
を
載
せ

た
台
座
を
大
人
や
子
ど
も
た
ち
が

綱
で
引
き
、
約
30
人
の
行
列
は
区

長
宅
前
を
出
発
。
太
鼓
を
た
た
き

笛
を
吹
き
な
が
ら
地
区
内
を
通
っ

て
加
勢
川
沿
い
の
十
五
社
へ
。
神

事
の
後
、
今
度
は
緑
川
の
堤
防
沿

い
に
あ
る
水
神
さ
ん
に
お
参
り
。

そ
の
後
は
地
区
の
家
を
一
軒
ず
つ

回
り
ま
し
た
。

　

お
年
寄
り
は
、「
昔
は
人
も
多

く
て
祭
り
も
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
」

と
懐
か
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し

た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
人
数
は
少

な
く
て
も
に
ぎ
や
か
に
楽
し
そ
う

に
綱
を
引
っ
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

上
益
城
食
品
衛
生
協
会
嘉
島
支

会
は
７
月
17
日
、
平
成
26
年
度
通

常
総
会
を
嘉
島
町
民
会
館
で
開
催
。

食
品
の
安
全
性
確
保
の
た
め
、
指

導
員
制
度
の
強
化
や
講
習
会
な
ど

で
自
主
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
な

ど
を
決
め
ま
し
た
。
泉
信
和
会
長

は
上
益
城
協
会
長
就
任
に
伴
っ
て

退
任
、
新
会
長
に
は
栗
山
伸
也
副

会
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
支
会
の
会
員
は
54
人
。
泉
会

長
は
「
日
本
衛
生
協
会
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
『
自
主
管
理
の
徹
底
』。

こ
れ
ま
で
嘉
島
支
会
で
事
故
が

な
か
っ
た
の
も
そ
の
お
か
げ
で

す
。
今
後
も
無
事
故
で
お
願
い
し

ま
す
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
来

賓
の
荒
木
町
長
は
「
日
ご
ろ
食
品

の
安
全
安
心
に
尽
力
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
消

費
税
増
税
は
想
定
の
範
囲
内
と
は

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
消
費
拡
大

と
お
仕
事
の
繁
栄
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

Ｈ
Ｉ
ひ
ろ
せ
嘉
島
店
が
御
船
保

健
所
長
・
上
益
城
協
会
長
表
彰
を

受
け
た
こ
と
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
講
習
会
を
開
催
。
田

代
重
幸
御
船
保
健
所
衛
生
環
境
課

長
が
「
食
中
毒　

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス

を
中
心
に
」
と
題
し
て
講
演
、
感

染
予
防
対
策
な
ど
に
つ
い
て
話
し

ま
し
た
。

　

新
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。
敬

称
略
。

▽
会
長　

栗
山　

伸
也
▽
副
会
長

住
田　

博
（
指
導
部
長
兼
務
）

▽
監
事　

下
田　

敏
晴
（
指
導
員

兼
務
）
▽
会
計　

河
原　

君
代
▽

指
導
員　

栗
﨑　

良
一

ポ
ニ
ー
も
水
神
さ
ん
に
お
参
り

　

約
２
０
０
年
前
か
ら
伝
わ
る
と

さ
れ
る
嘉
島
町
犬
渕
地
区
の
馬
祭

り
は
例
年
通
り
７
月
18
日
に
開
か

れ
、
数
十
年
ぶ
り
に
馬
が
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

　

祭
り
は
、
田
植
え
後
の
農
耕
馬

や
住
民
た
ち
の
慰
労
を
兼
ね
、
無

病
息
災
を
願
っ
て
始
ま
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
松
本
区
長
に
よ

る
と
、「
馬
が
い
な
く
な
っ
た
の
は

小
学
校
に
上
が
る
前
だ
っ
た
」
と

の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
後
も
、
馬

は
い
な
く
て
も
、
保
存
会
を
は
じ

め
約
50
世
帯
の
地
区
の
人
た
ち
の

手
で
伝
統
が
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
下
仲
間
地
区
の
藤
木
牧

場
が
、
藤
崎
八
幡
宮
例
大
祭
に
奉

納
し
て
い
る
ポ
ニ
ー
を
提
供
、
実

大人から子供まで、伝統を守って
地区内を巡り歩く馬祭りの行列

自
主
管
理
徹
底
で
安
全
食
品

新
会
長
に 

栗
山 

氏 

選
任

２００年の伝統守る
犬 渕 の 馬 祭 り
数十年ぶりに馬を奉納

上益城食品衛生
協 会 嘉 島 支 会
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《
8
～
9
月
の
休
館
日
》

８
月　

11
、
18
、
25
日

９
月　

１
、
８
、
16
、
22
、
29
日

※�

９
月
15
日
は
月
曜
日
で
す
が
、

祝
日
の
た
め
開
館
し
、
翌
16
日

が
休
館
日
に
な
り
ま
す
。

《
お
は
な
し
会
》

　

８
月
20
日
、
９
月
10
、
24
日
の

16
時
か
ら
、
読
み
聞
か
せ
の
部
屋

で
開
き
ま
す
。
参
加
無
料
。

嘉  島  町  民  会  館

読
ん
で
み
て！

「
少
年
名
探
偵
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
フ
ー
）」

　
　
　
　
　
透
明
人
間
事
件

は
や
み
ね
か
お
る
／
作　
武
本
糸

会
／
絵　
　
講
談
社
青
い
鳥
文
庫

ジャッジメント
	 佐藤　青南
一路
	 浅田　次郎
最後の零戦乗り
	 原田　　要
長崎の鐘
	 永井　　隆
希望の筆　ダウン症の書家・金澤翔子物語
	 丘　　修三
熊本の四季を元気に生きる
	 江頭　洋祐
はらぺこ　おとりよせ便
	 たかはしみき
あっこと僕らが生きた夏
	 有村　千裕
生きもののなぞ９９
	 ＮＨＫラジオセンター「子ども科学電話相談」制作班・編
さとうきび畑の唄
	 遊川　和彦

ともだちは海のにおい
	 工藤　直子　長　新太・絵
ピカドン　
	 だれも知らなかった子どもたちの原爆体験記
れいぞうこのなつやすみ
	 村上しいこ　さく　長谷川義史　え
たいふうがくる
	 みやこしあきこ
なつねこ
	 かんのゆうこ[文]　北見葉胡[絵]
ななしのごんべさん
	 作　田島　征彦　吉村　敬子
地球をほる
	 川端　　誠
ぼんちゃんのぼんやすみ
	 あおきひろえ
ねこのはなびや
	 作　渡辺　有一
ぐりとぐらのかいすいよく
	 なかがわりえことやまわきゆりこ

　

ぼ
く
は
、
こ
の
本
を
た
く
さ
ん

読
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
本
は
イ
ラ

ス
ト
満
載
で
、
ペ
ー
ジ
を
開
く
度

に
、
ド
ー
ン
と
絵
が
あ
っ
て
、
ワ

ク
ワ
ク
す
る
文
章
が
添
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

謎
が
と
け
て
い
く
に
つ
れ
物
語

が
楽
し
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

れ
に
時
々
お
も
し
ろ
い
会
話
や

ギ
ャ
グ
な
ど
が
あ
っ
て
、
お
も
し

ろ
い
場
面
も
あ
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
手
に

と
っ
て
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

図
書
室
か
ら

開
館
日　
火
曜
日
～
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
～
17
時

休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
の
時
は
翌

日
）・
12
月
28
日
～
１
月
３
日

☎
２
３
７

−

０
０
５
８

ホール催物案内	 平成26年７月23日現在

月 日 曜 ホール催物 開演
時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

9 7 日 第 12 回さいたピアノコンクール熊本予選  9：30 無料 さいたピアノコンクール実行委員会
☎ 0969-56-3210

9 28 日 アンサンブル・ラボ・クマモト特別演奏会 in嘉島 14：30 500 円 アンサンブル・ラボ・クマモト事務局
☎ 090-9583−8843

10 4 土 男女共同参画を考えよう！	 	
第 3 回上益城大会 inかしま 10:00 無料 嘉島町役場企画情報課

☎ 237-2641

10 12 日 バレエスペースフューチャー発表２０１４ 15:30 無料 バレエスペースフューチャー
☎ 382-5561

10 22 水 地域開催介護セミナー in 上益城
豊かな老後をおくるための手助け 13:00 無料 熊本県介護実習・普及センター

☎ 354-3091
10 31 金 「ひびけ歌声」（嘉島中学校合唱コンクール） 13:00 無料 嘉島中学校　☎ 237-0014
11 2 日 嘉島町文化祭（作品展示） ― 無料

嘉島町文化協会　☎ 237-0058
11 3 月 嘉島町文化祭（舞台発表） 9:00 無料

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況等は、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町民会館）でご覧になれます。

おすすめ本

嘉島東小学校6年

坂口　博優君
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健　
康

夏
場
の
感
染
症
に
注
意
を
!!

　

気
温
が
高
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
、

夏
場
に
流
行
す
る
感
染
症
へ
の
対
応
が

重
要
で
す
。

○
夏
場
に
注
意
が
必
要
な
感
染
症

　

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症
、
ビ
ブ

リ
オ
・
バ
ル
ニ
フ
ィ
カ
ス
感
染
症
、
日

本
脳
炎
、
咽
頭
結
膜
熱
、
手
足
口
病
、

症
。
感
染
が
進
行
す
る
と
敗
血
症
を
引

き
起
こ
し
、
死
亡
率
も
極
め
て
高
く
な

り
ま
す
。

・
予
防
策　

魚
介
類
の
生
食
を
控
え
る
。

創
傷
が
あ
る
場
合
は
海
水
と
の
接
触
を

避
け
る
。

　

ビ
ブ
リ
オ
・
バ
ル
ニ
フ
ィ
カ
ス
に

関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
＝http

：//w
w

w
.

m
hlw

.go.jp/topics/bukyoku/iya
ku/syoku-anzen/qa/060531-1.htm

l

　

い
ず
れ
の
病
気
に
も
共
通
す
る
予

防
策
は
手
洗
い
・
う
が
い
の
励
行
で

す
。
食
事
の
前
や
外
出
か
ら
戻
っ
た
時
、

便
・
そ
の
他
の
排
泄
物
を
扱
っ
た
後
な

ど
、
日
頃
か
ら
習
慣
づ
け
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
熊
本
県
Ｈ
Ｐ
「
夏
場

に
流
行
し
や
す
い
感
染
症
の
予
防
」

（http

：w
w

w
.pref.kum

am
oto.jp/

soshiki/32/sum
m

er-attention-
infection.htm

l

）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

 

☎
２
３
７－

２
５
７
４

飲
料
水
の
水
質
検
査

　

嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

 ○試験職種及び採用予定人員等
区 　 分 職 種 採用予定数 受　験　資　格

高 等 学 校
卒 業 程 度

一 般
事 務 １名程度 昭和63年4月2日から平成9年4月1日

までに生まれた者

土 木 １名程度 昭和58年4月2日から平成9年4月1日
までに生まれた者

 ○受付期間
 　　８月 15 日（金）まで
 　　※土曜日・日曜日を除く午前 8 時 30 分から午後 5 時まで。
 　　　郵送の場合は 8 月 15 日（金）の消印まで有効
 ○申込手続
 　　試験申込書を持参か郵送
 　　【試験申込書は役場総務課に請求するかホームページから   

ダウンロード可能】
 ○試験日
 　　・１次試験：平成 26 年９月 21 日（日）８時 30 分集合
 　　・２次試験：1 次試験合格者のみ 11 月上旬の予定
 ○試験場　
 　　熊本県立御船高等学校
 ○試験の種類
 　・一般事務：教養試験・適性検査・作文試験
 　・土　　木：教養試験・専門試験・作文試験

 【申込・お問い合わせ先】
 　　〒 861-3192　上益城郡嘉島町上島 530
 　　嘉島町役場総務課人事広報係　☎ 237-1112（内線 211）

嘉島町職員採用試験

ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ

※
特
に
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症

や
ビ
ブ
リ
オ
・
バ
ル
ニ
フ
ィ
カ
ス
感
染

症
は
場
合
に
よ
っ
て
は
、
重
篤
な
症
状

を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症
…
ベ
ロ

毒
素
を
産
生
す
る
大
腸
菌
（
Ｏ
１
５
７
、

Ｏ
２
６
、
Ｏ
１
１
１
等
）
が
原
因
。
そ

の
菌
に
汚
染
さ
れ
た
食
品
、
食
器
、
手

指
等
を
介
し
て
口
か
ら
感
染
し
ま
す
。

感
染
力
が
強
い
た
め
、
保
育
所
等
集
団

生
活
の
場
で
感
染
が
広
が
る
恐
れ
が
あ

り
、
特
に
、
夏
場
に
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

・
症
状　

下
痢
、
腹
痛
、
血
便
、
発
熱

な
ど
。
ま
れ
に
溶
血
性
尿
毒
症
症
候
群

（
Ｈ
Ｕ
Ｓ
）
や
脳
症
と
い
っ
た
重
症
な

合
併
症
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
予
防
策　

食
品
を
十
分
に
加
熱
（
75

℃
で
１
分
以
上
）。
調
理
や
食
事
前
に

は
必
ず
手
洗
い
。

◆
ビ
ブ
リ
オ
・
バ
ル
ニ
フ
ィ
カ
ス
感
染
症

…
広
く
海
水
中
に
生
息
し
て
お
り
、
海

水
温
が
上
昇
す
る
夏
場
に
増
殖
が
活
発

に
な
る
細
菌
。
病
原
性
は
弱
く
、
健
康

な
人
は
ほ
と
ん
ど
心
配
い
り
ま
せ
ん
が
、

肝
臓
疾
患
の
あ
る
人
や
免
疫
力
が
低
下

し
た
人
が
感
染
す
る
と
、
敗
血
症
等
の

非
常
に
重
篤
な
症
状
を
引
き
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

・
症
状　

発
熱
、
皮
膚
（
主
に
下
肢
）

の
激
し
い
痛
み
、
腫
れ
等
の
症
状
で
発
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で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
検
査
費
用

　

11
項
目　

３
２
４
０
円
（
税
込
）

※
項
目
数
等
で
費
用
額
が
異
な
り
ま
す
。

○
補
助
金
の
額

　

検
査
費
用
の
２
分
の
１
（
百
円
未
満

切
り
捨
て
）
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

 

☎
２
３
７－
２
６
１
９

検　
診

嘉
島
町
集
団
検
診

○
実
施
期
間

　

８
月
31
日
（
日
）
～
９
月
５
日
（
金
）

※
８
月
31
日
は
特
定
健
診
受
診
者
の
み

　

嘉
島
町
は
、
今
年
も
が
ん
検
診
を
含

む
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
健

診
で
は
が
ん
検
診
と
同
時
に
「
特
定
健

診
」
や
「
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
」
な
ど

複
数
の
検
診
を
一
度
に
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

４
月
に
広
報
と
世
帯
ご
と
の
通
知
で

ご
案
内
し
ま
し
た
が
、
４
月
以
降
に
本

町
に
転
入
さ
れ
た
方
や
新
た
に
検
診
を

ご
希
望
の
方
は
、
以
下
の
表
を
ご
確
認

の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

  

【
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

 

☎
２
３
７－

２
５
７
４

が
ん
検
診
推
進
事
業
及
び

無
料
肝
炎
検
診
対
象
者
の
方
へ

　

平
成
26
年
６
月
に
送
付
し
ま
し
た
、

が
ん
検
診
推
進
事
業
等
に
お
け
る
が
ん

検
診
（
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
及
び
大

腸
が
ん
）
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
し

て
９
月
の
集
団
検
診
を
受
診
予
定
の
方

は
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
本
年
４
月
の
健
康
診
査
申

込
調
査
で
、
す
で
に
お
申
し
込
み
頂
い

て
い
る
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

無
料
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
は
、
９
月

１
日
か
ら
９
月
５
日
の
期
間
中
（
特
定

健
診
を
受
診
さ
れ
る
方
は
８
月
31
日
も

受
診
可
）
で
、
午
前
７
時
30
分
か
ら
11

時
ま
で
の
間
に
嘉
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー

で
受
け
付
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

  

【
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

 

☎
２
３
７－

２
５
７
４

平成 26 年度嘉島町集団検診の予定表
検診項目 対象者 日程

特定健診

１） 嘉島町国民健康保険に加入する 40 歳以上 74 歳
以下の方

２） 国保以外の健康保険に加入される被扶養者の方
で、保険者が発行した「特定健診受診券」をお持
ちの方

（ただし、日赤熊本健康管理センターと契約がある場合のみ）
※ 検診を希望される場合は必ず嘉島町役場町民課保

健係までお電話ください。

８月 31日 ( 日）～９月５日（金）の午前中
で町が指定した日時となります。
※ ８月 31日は特定健診を受診される方の

み受診可

○ すでに嘉島町の検診の申し込みをされて
いる方には、８月中旬頃に日程を通知し、
問診票を送付します。

○ がん検診推進事業対象となられる方は
「無料クーポン券」をご持参ください。

○ 無料肝炎検診対象となられる方は、送
付している通知をご持参ください。

後期高齢者健診 後期高齢者医療被保険者の方（主に満 75 歳以上の方）
肺がん検診

40 歳以上の方※胃がん検診
大腸がん検診
超音波検診
子宮頸がん検診 20 歳以上の女性※

乳がん検診 40 歳以上の女性※

前立腺がん検診 50 歳以上の男性※

骨粗しょう症検診 満 40 歳・45 歳・50 歳・55 歳・60 歳・65 歳・70 歳の女性
Ｂ型・Ｃ型肝炎
ウィルス検診

満 40 歳の方で、これまでに肝炎ウィルス検診を受診
したことのない方

※対象者の年齢は平成 27 年３月 31 日時点での到達年齢です。
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全
戸
に
配
付
す
る
予
定
で
す
。

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

 

☎
２
３
７
‐
２
５
７
４

子
育
て

嘉
島
幼
稚
園
で
園
庭
開
放

○
日
時　

８
月
26
日
（
火
）

　
　
　
　

９
時
半
か
ら
11
時
ま
で

○
場
所　

嘉
島
幼
稚
園

※
プ
ー
ル
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
水
着

と
水
分
補
給
の
た
め
の
水
筒
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
一
日
保

険
（
24
円
）
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
22
日
（
金
）
ま
で
に
直
接
、
幼
稚

園
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の

予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。
当
日
は
必
ず
保

護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
万

が
一
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
す
べ

て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
の
で
、

十
分
注
意
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

嘉
島
幼
稚
園

 

☎
２
３
７－

５
２
１
０

幼
光
保
育
園
で
園
庭
開
放

○
日
時　

９
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　

10
時
か
ら
11
時
半
ま
で

○
場
所　

幼
光
保
育
園

　
　
　
　
　

本
園
舎
及
び
第
２
園
舎

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、

す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
。

十
分
注
意
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

個
別
の
園
見
学
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

幼
光
保
育
園

 

☎
２
３
７－

０
６
０
１

★
そ
の
他
、
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

 

☎
２
３
７－

２
５
７
６

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
を
利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
（
訪
問
型
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
）
と
は
、
嘉
島
町
在
住
の
６

歳
以
下
の
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
に
、

研
修
を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
週
４

回
程
度
（
１
回
あ
た
り
２
時
間
）
訪
問

し
、
話
を
し
た
り
育
児
や
家
事
を
一
緒

に
行
っ
た
り
す
る
家
庭
訪
問
型
の
子
育

て
支
援
事
業
で
す
。
利
用
料
は
無
料
で
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
情
報
は
一
切

漏
ら
し
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
お
電
話
を
。

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
か
し
ま

☎
０
８
０－

１
７
９
５－

５
８
２
６

　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
ビ
ジ
タ
ー 

養
成
講
座
受
講
者
募
集

　

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
事
業
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ

ー
を
募
集
し
ま
す
。
嘉
島
町
内
在
住
で
、

子
育
て
経
験
の
あ
る
方
な
ら
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
一
緒
に
子
育
て
支
援
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

○
日
程

　

９
月
３
日
（
水
）、
９
月
10
日
（
水
）、

　

９
月
19
日
（
金
）、
９
月
24
日
（
水
）、

　

10
月
３
日
（
金
）、
10
月
８
日
（
水
）、

予
防
接
種

水
痘
・
成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

10
月
か
ら
定
期
接
種
に
な
り
ま
す

　

予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
水
痘
と
成
人
用
肺
炎
球
菌
の
予

防
接
種
が
平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
定

期
の
予
防
接
種
と
し
て
接
種
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
水
痘

　

生
後
12
月
か
ら
36
月
に
至
る
ま
で
の

間
に
あ
る
者
。
平
成
26
年
度
に
限
り
、

生
後
12
月
か
ら
60
月
に
至
る
ま
で
の
間

に
あ
る
者
も
対
象
と
な
る
経
過
措
置
が

あ
り
ま
す
。

○
成
人
用
肺
炎
球
菌

　

65
歳
の
者
及
び
60
歳
以
上
65
歳
未
満

の
者
で
あ
っ
て
、
心
臓
、
腎
臓
若
し
く

は
呼
吸
器
の
機
能
の
障
害
又
は
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能

の
障
害
を
有
す
る
者
と
し
て
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
者
。

　

た
だ
し
、
①
平
成
26
年
度
か
ら
平
成

30
年
度
ま
で
の
間
は
、
各
該
当
年
度
に

65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、

90
歳
、
１
０
０
歳
に
な
る
者
。
②
平
成

26
年
度
に
限
り
、
平
成
25
年
度
末
に
１

０
０
歳
以
上
の
者
、
に
つ
い
て
も
対
象

者
と
す
る
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
案
内
チ
ラ
シ
を
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10
月
17
日
（
金
）、
10
月
22
日
（
水
）

○
場
所　

嘉
島
町
民
会
館
を
予
定

※
託
児
の
必
要
な
方
は
ご
相
談
下
さ
い
。

  

【
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
か
し
ま

☎
０
８
０－
１
７
９
５－

５
８
２
６

　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

給
付
金

¥

臨
時
福
祉
給
付
金

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

嘉
島
町
は
臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
受

付
を
７
月
１
日
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

支
給
対
象
者
は
基
準
日
（
平
成
26
年

１
月
１
日
）
に
嘉
島
町
に
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
、
臨
時
福
祉
給
付
金
は
、

平
成
26
年
度
町
民
税
が
非
課
税
の
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
ご
自
身

を
扶
養
し
て
い
る
方
が
課
税
さ
れ
て
い

る
場
合
な
ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
支

給
対
象
者
は
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童

手
当
（
特
例
給
付
含
む
）
の
受
給
者
で
、

平
成
25
年
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得

制
限
額
に
満
た
な
い
方
と
な
り
ま
す
。

　

支
給
対
象
と
な
り
う
る
方
等
（
公
務

員
を
除
く
）
に
対
し
て
は
、
６
月
下
旬

に
通
知
と
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
受
付
は
10
月
１
日
ま
で
で
す
。

対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
随
時
通
知
し

ま
す
が
、
対
象
と
思
わ
れ
、
申
請
書
等

が
届
い
て
い
な
い
方
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

臨
時
福
祉
給
付
金

　
　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

 

☎
２
３
７－

２
５
７
６

　
　

子
育
て
世
帯
給
付
金

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

 

☎
２
３
７－

２
５
７
４

地
籍
調
査

９
月
か
ら
地
籍
調
査
事
業
に

着
手
し
ま
す

〇
地
籍
調
査
と
は

　
「
地
籍
」
と
は
土
地
の
情
報
で
、
い

わ
ば
土
地
の
戸
籍
で
す
。「
地
籍
調
査
」

は
土
地
の
情
報
を
明
確
に
す
る
こ
と
が

目
的
で
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
土
地
に
つ

い
て
皆
さ
ん
に
境
界
な
ど
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
、
測
量
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、

正
確
な
土
地
の
位
置
や
面
積
等
が
わ
か

り
ま
す
。
ま
た
、
正
確
な
図
面
（
地
籍

図
）
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

か
ら
、
調
査
の
成
果
を
法
務
局
に
送
付

し
、
土
地
の
登
記
簿
が
正
確
な
も
の
に

改
め
ら
れ
ま
す
。

〇
本
年
度
の
実
施
計
画

　

昨
年
度
実
施
し
ま
し
た
役
場
周
辺
の

農
用
地
（
ほ
場
整
備
地
区
）
か
ら
南
へ

進
み
、
国
道
４
４
５
号
線
の
手
前
か
ら

東
北
へ
向
か
い
、
六
嘉
カ
ン
ト
リ
ー
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
付
近
ま
で
の
農
用
地
（
一

部
宅
地
あ
り
）、
約
82
㌶
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
土
地
所
有
者
の
方
を
対
象
に

８
月
下
旬
に
公
民
館
な
ど
で
事
業
説
明

会
を
開
催
し
、
９
月
か
ら
所
有
者
の
方

の
協
力
を
い
た
だ
き
一
筆
地
調
査
（
境

界
立
会
）
を
始
め
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

昨
年
一
筆
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
役

場
周
辺
の
農
用
地
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
地
積
測
定
な
ど
を
行
い
、
12
月
に
土

地
所
有
者
の
方
（
ま
た
は
代
理
人
）
に

測
量
結
果
の
確
認
と
し
て
、
作
成
し
た

地
籍
簿
や
地
籍
図
な
ど
の
閲
覧
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
農
政
課
地
籍
調
査
係

 

☎
２
３
７－
２
６
５
３

相　
談　

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

８
月
27
日
（
水
）　

弁
護
士

　

９
月
24
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
～
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

 

☎
２
３
７－

２
９
８
１



広報かしま2014.8

18

９
月
11
日
は
警
察
相
談
の
日

《
熊
本
県
警
察
各
種
相
談
窓
口
》

○
振
り
込
め
詐
欺
の
相
談

・
振
り
込
め
詐
欺
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
３
８
１－

２
５
６
７

・
振
り
込
め
詐
欺
受
信
専
用
メ
ー
ル　

　

ア
ド
レ
ス　

 furikom
e@
police.

pref.kum
am
oto.jp

○
少
年
に
関
す
る
悩
み
事
な
ど
の
相
談

・
肥
後
っ
子
テ
レ
ホ
ン

☎
３
８
４－

４
９
７
６

・
肥
後
っ
子
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
メ
ー
ル

　

ア
ド
レ
ス　

�higok
k
o@
police.

Pref.kum
am
oto.jp

○
悪
質
商
法
・
廃
棄
物
に
関
す
る
情

　

報
・
相
談

・
悪
質
商
法
１
１
０
番

☎
３
８
５－

１
１
１
０

○
性
犯
罪
被
害
者
の
悩
み
・
相
談

・
レ
デ
ィ
ー
ス
１
１
０
番

☎
０
１
２
０－

８
３
４
３－

８
１

携
帯
電
話
の
方
は
３
８
４－

１
２
５
４

《
警
察
以
外
の
相
談
機
関
》

○
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
、
消
費
生
活
全

般
に
関
す
る
苦
情
や
問
い
合
わ
せ

☎
３
８
３－

０
９
９
９

（
月
～
金
９
時
～
17
時
）

○
熊
本
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　

配
偶
者
等
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
や
離
婚
問
題
、

妊
娠
、
出
産
、
売
春
の
強
要
等
に
関
す

る
相
談
、
問
い
合
わ
せ

☎
３
８
１－

４
４
５
４

（
月
～
金
８
時
半
～
17
時
15
分
）

○
法
テ
ラ
ス
熊
本

　

法
的
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
（
無
料
相
談

は
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が

条
件
）

☎
０
５
０－

３
３
８
３－

５
５
２
２

（
月
～
金
９
時
～
17
時
）

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

警
察
相
談
電
話

＃
９
１
１
０
ま
た
は

☎
３
８
３－

９
１
１
０

高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
強
化
週
間

○
実
施
期
間

　

９
月
８
日
（
月
）
～
９
月
14
日
（
日
）

○
相
談
受
付
時
間

　

・
９
月
８
日
（
月
）
～
12
日
（
金
）

　
　

８
時
半
～
19
時

　

・
９
月
13
日
（
土
）・
14
日
（
日
）

　
　

10
時
～
17
時

○
実
施
方
法

　

電
話
相
談
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
５
７
０－

０
０
３－

１
１
０

○
相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職
員

○
相
談
内
容

　

虐
待
、
差
別
、
偏
見
等
高
齢
者
・
障

害
者
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
県
人
権
擁
護
課

☎
３
６
４－

２
１
９
２

特
定
テ
ー
マ
ご
と
の
労
働
相
談

　

熊
本
県
し
ご
と
相
談・
支
援
セ
ン
タ
ー

は
８
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
に
、
特
定

テ
ー
マ
で
労
働
相
談
を
行
い
ま
す
。

・
13
日　
「
派
遣
労
働
、
契
約
社
員
の

　

雇
い
止
め
」

・
27
日　
「
解
雇
、退
職
勧
奨
・
退
職
」

　

相
談
は
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
。
社
会
保
険
労
務
士
の
相
談
員
が
対

応
し
ま
す
。

※
そ
の
他
の
労
働
相
談
も
受
付
可

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
５
２－

３
６
１
３

無
料
登
記
相
談
所
開
設（
予
約
制
）

　

土
地
・
建
物
等
の
売
買
・
贈
与
・
相

続
等
の
登
記
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て

熊
本
地
方
法
務
局
職
員
が
対
応
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

○
日
時

　

９
月
11
日
（
第
２
木
曜
日
）

　

10
時
～
16
時
（
12
時
～
13
時
除
く
）

○
場
所　

御
船
町
役
場
２
階
相
談
室

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
本
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

☎
３
６
４－

２
１
４
５

※
音
声
案
内
②
→
①
→
②
を
押
し
、
御

船
相
談
予
約
と
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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学　
び

第
３
回
高
齢
者
・
婦
人
合
同
学
級

　

健
康
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
町
の
保
健

師
が
講
演
を
行
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

○
日
時

　

８
月
27
日
（
水
）　

10
時
～

○
場
所

　

嘉
島
町
民
会
館　

２
階
大
会
議
室

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

☎
２
３
７－

０
０
５
８

上
益
城
地
域
振
興
局
出
前
講
座

　

上
益
城
地
域
振
興
局
の
職
員
が
み
な

さ
ん
の
も
と
に
出
向
い
て
県
政
の
取
組

み
を
お
話
し
し
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
講
座
内
容

　
「
ぼ
ー
の
！
ち
ょ
う
ど
い
い
田
舎
上

益
城
」、「
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
っ

て
？
」
な
ど
、
全
32
講
座

※
講
座
一
覧
は
、
上
益
城
地
域
振
興
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
出
前
講
座
）
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

○
申
込
方
法

　

上
益
城
郡
内
の
自
治
会
、
企
業
、
地

域
住
民
の
方
等
で
、
原
則
と
し
て
10
人

以
上
で
の
受
講
を
お
願
い
し
ま
す
。
申

込
方
法
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

上
益
城
地
域
振
興
局

　

総
務
振
興
課　

総
務
調
整
班

☎
２
８
２－

３
０
７
５

http

：//w
w

w
.pref.K

um
am

oto.jp/
site/kam

im
ashiki-hp/

試
験
・
募
集

熊
本
県
職
員
・
警
察
官
採
用
試
験

○
試
験
の
種
類

① 

短
期
大
学
卒
業
程
度
（
学
校
図
書
館

事
務
）

② 

高
等
学
校
卒
業
程
度
（
一
般
事
務
、

警
察
事
務
、
教
育
事
務
、
一
般
土
木
、

農
業
土
木
）

③
免
許
資
格
職
（
保
育
士
、
看
護
師
）

④
警
察
官
Ｂ

⑤ 

身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
す
る
職
員

採
用
選
考
試
験
（
一
般
事
務
、
教
育

事
務
）

○
申
込
受
付
締
切

　

８
月
29
日
（
金
）
※
当
日
消
印
有
効

○
第
１
次
試
験
日

　

 

①
～
③
＝
９
月
28
日（
日
）、
④
＝
10

月
19
日（
日
）、
⑤
＝
10
月
26
日（
日
）

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
３
３
３－

２
７
３
３

防
衛
大
学
・
防
衛
医
科
大
学
校

学
生
募
集

〇
防
衛
大
学
校
学
生

◇
推
薦

・ 

資
格　

高
卒（
見
込
含
）～
21
歳
未
満

の
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
等
に

顕
著
な
成
績
を
納
め
学
校
長
が
推
薦

で
き
る
者

・
受
付
期
間　

９
月
５
日
～
９
月
９
日

・
試
験
期
日　

９
月
27
・
28
日

・
合
格
発
表　

10
月
31
日

・
入
（
校
）
隊　

27
年
４
月
上
旬

◇
総
合
選
抜

・
資
格　

高
卒
（
見
込
含
）
～
21
歳
未

　

満
の
者
（
自
衛
官
は
23
歳
未
満
）

・
受
付
期
間　

９
月
５
日
～
９
月
９
日

・
試
験
期
日　

１
次
：
９
月
27
日

　
　
　
　
　
　

２
次
：
11
月
１
・
２
日

・
合
格
発
表　

１
次
：
10
月
17
日

　
　
　
　
　
　

２
次
：
11
月
28
日

・
入
（
校
）
隊　

27
年
４
月
上
旬

◇
一
般
（
前
期
）

・
資
格　

高
卒
（
見
込
含
）
～
21
歳
未

　

満
の
者
（
自
衛
官
は
23
歳
未
満
）

・
受
付
期
間　

９
月
５
日
～
９
月
30
日

・
試
験
期
日　

１
次
：
11
月
８
・
９
日

　
　
　
　
　
　

２
次
：
12
月
９
日
～
13
日

・
合
格
発
表　

１
次
：
11
月
28
日

　
　
　
　
　
　

最
終
：
１
月
20
日

・
入
（
校
）
隊　

27
年
４
月
上
旬
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〇
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

・
資
格　

高
卒
（
見
込
含
）
～
21
歳
未

  
満
の
者

・
受
付
期
間　

９
月
５
日
～
９
月
30
日

・
試
験
期
日　

１
次
：
11
月
１
・
２
日

　
　
　
　
　
　

２
次
：
12
月
17
日
～
19
日

・
合
格
発
表　

１
次
：
12
月
３
日

　
　
　
　
　
　

最
終
：
27
年
２
月
18
日

・
入
（
校
）
隊　

27
年
４
月
上
旬

〇
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生　

　
（
自
衛
官
コ
ー
ス
）

・ 

資
格　

高
卒
（
見
込
含
）
～
21
歳
未

  

満
の
者

・
受
付
期
間　

９
月
５
日
～
９
月
30
日

・
試
験
期
日　

１
次
：
10
月
18
日

　
　
　

２
次
：
11
月
29
日
～
11
月
30
日

・
合
格
発
表　

１
次
：
11
月
14
日

　
　
　
　
　
　

最
終
：
27
年
２
月
６
日

・ 

入
（
校
）
隊　

27
年
３
月
下
旬
～
４

  

月
上
旬

※
現
在
「
航
空
学
生
」、「
一
般
曹
候
補

生
」、「
自
衛
官
候
補
生
」
も
受
付
中
。

締
め
切
り
は
９
月
９
日
で
す
。

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

自
衛
隊
宇
城
募
集
案
内
所

☎
０
９
６
４－

２
３－

２
０
４
７

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

○
試
験
の
種
類

　

甲
種
、
乙
種
第
１
～
６
類
、
乙
種

○
試
験
日　

11
月
２
日
（
日
）

○
願
書
受
付
期
間

【
書
面
申
請
】

　

９
月
８
日
（
月
）
～
９
月
18
日
（
木
）

【
電
子
申
請
】

　

９
月
５
日
（
金
）
～
９
月
15
日
（
月
）

○
試
験
地　

熊
本
市
他

　

受
験
願
書
・
試
験
案
内
等
は
、
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊

本
市
消
防
局
、
各
消
防
本
部
及
び
熊
本

県
消
防
保
安
課
に
８
月
18
日
（
月
）
以

降
に
配
置
し
ま
す
。

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

☎
３
６
４－
５
０
０
５

建
退
共

建
退
共
制
度　
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金

共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の

福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企

業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金

と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、

そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と

を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金

を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体

で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

○
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

○
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

○
掛
金　

日
額
３
１
０
円

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

建
退
共
熊
本
県
支
部

☎
３
６
６－

５
１
１
１

節　
水

７
・
８
月
は
熊
本
地
域
の

『
地
下
水
保
全
強
化
期
間
』

　

み
ん
な
で
熊
本
の
地
下
水
を
守
り
ま

し
ょ
う
！

　

あ
な
た
は
１
日
に
ど
れ
く
ら
い
水
を

使
っ
て
い
ま
す
か
？
私
た
ち
は
、「
蛇

口
を
ひ
ね
れ
ば
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
」

と
い
う
よ
う
に
豊
か
な
天
然
地
下
水
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
、

地
下
水
の
水
位
低
下
や
湧
水
の
減
少
な

ど
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
が
将
来
に
わ
た
っ
て
地
下
水

の
恩
恵
を
受
け
て
い
く
た
め
に
は
、
水

を
大
切
に
使
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
、
熊
本
市
周
辺
の
11
市
町
村
か

ら
な
る
熊
本
地
域
で
は
、
水
の
使
用
量

が
増
加
す
る
７
・
８
月
を
『
地
下
水
保

全
強
化
期
間
』
と
し
て
、
地
下
水
保
全

の
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
に
で
き
る
小
さ
な
一
歩
と
し

て
、
節
水
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

・
歯
を
磨
く
と
き
は
コ
ッ
プ
の
使
用
を

・
食
器
洗
い
は
、
た
め
洗
い
を

・
シ
ャ
ワ
ー
は
こ
ま
め
に
開
閉
を

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９
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町内全域で未評価家屋の
評価業務を実施します。
町内全域で未評価家屋の
評価業務を実施します。

　本町では、今年度「未評価家屋評価業務」を実施します。

　この業務は、町内のすべての未評価の家屋が評価・課税されることで、課税

漏れを是正し、税の公平性を図るために実施するものです。

【本調査に関する問い合わせ先】
　　　　嘉島町役場税務課課税係　　電話番号 096-237-2639（直通）
　

皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

　本町が昨年度実施しました家屋全棟調査の結果、未評価と判定されま
した家屋について本業務の委託を受けた「株式会社　九州不動産鑑定
所」が一棟ずつ訪問・確認し調査します。
　なお、その際には、建築年度等の必要事項についてお問い合わせする
ことがありますので、ご協力をお願いいたします。

■業  務  内  容

※　現地調査の際は、本調査員であることがすぐにわかるように黄色の「嘉島町」の腕章を
　　つけ、現地調査員を証する身分証明書を常に携帯いたします。

■実施予定期間 平成26年９月～平成27年３月
大字単位にて評価を実施しますので、調査時期につきましては回覧にて
お知らせします。

■課税予定時期 本業務により評価しました家屋については、その分の固定資産税を平成
27年度分から課税予定です。

写　真

家屋調査員証
会 社 名　株式会社　九州不動産鑑定所
氏　　名　○○　○○
生年月日　昭和○○年○○月○日
有効期限　平成27年３月31日

上記の者は、嘉島町家屋全棟調査業務委託における現地調査
員であることを証明する。
発　行　日　　平成　　年　月　日
委　託　者　　熊本県上益城郡嘉島町大字上島530番地
　　　　　　　嘉島町長　荒木　泰臣



広報かしま2014.8

22

農業者年金
知って得する知って得する

女性農業者の
皆さんご存じですか？

Ｑ：Ｑ：安心できる老後生活への備えには何が大切ですか？
Ａ：

　現在65歳の日本人の平均余命は、男性が18.9年（83.9歳）、女性が24.0年（89.0歳）です。（女性は
男性よりも５年も長い！）。この長い老後生活に供えるためには、生きている間、必ず決まった時期に決
まった金額が受け取れる終身年金への加入が最適な方法です。
　高齢農家の家計費は夫婦お二人で月額約23万円に及ぶというデータがあり、この場合、農業者の方
が国民年金を満額受給（夫婦お二人で13万１千円４百円）できたとしても、月約10万円が不足すること
になります（厚生年金の場合、モデルケースのご夫婦で23万２千円受給できます。）。
　農業者の方にはこのような不足額を補うために農業者年金制度が用意されていますので、国民年金
の上乗せ年金として終身受給できる農業者年金にぜひご加入ください。

生活の糧として必要な収入を終身年金で
確保することが最適です！

家族一人
ひとりの
加入が大切

家族一人
ひとりの
加入が大切

家族一人
ひとりの
加入が大切

家族一人
ひとりの
加入が大切

農業者年金への加入がご主人だけでは、
先ににご主人が亡くなった時、妻であるあ
なたの老後の支えは国民年金（満額で月
６万５千７百円）だけになってしまいます。

老後生活を支える公的年金制度

２号被保険者
民間サラリーマン

３号被保険者
２号の配偶者

１号被保険者
農業者などの自営業者 公務

員等

厚生年金保険

厚生年金基金
確定給付
企業年金

確定搬出年金

国民年金（基礎年金）

公
的
年
金

農
業
者
年
金

農
業
者
年
金

み
ど
り
年
金
基
金

確
定
搬
出
年
金

個
人
型

企
業
型

共
済
年
金

〈
公
的
年
金
以
外
〉（
例
）

※

Ｊ
Ａ
年
金
共
済
／
生
保
の
個
人
年
金

※

郵
便
局
の
簡
易
保
険
、定
額
年
金
な
ど

（
個
人
型
）

国
民
年
金
基
金

農業者年金には、①国民年金の第１号被保険者で、②年間60日以上農業に従事する、③60歳未満の方ならどなたでも加入できます。

●農業者年金に関するご相談については、最寄りのＪＡか農業委員会または農業者年金基金にお問い合わせください。

独立行政法人

農業者年金基金
〒105-8010　東京都港区西新橋1-6-21　NBF虎ノ門ビル５Ｆ
電話：03（3502）3942　FAX：03（3592）2660

h t t p : / /www . n ounen . g o . j p /

No.１

一人ひとりの農業者を応援する農業者年金に加入しましょう！



8 月 の 納 税 等 9 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
町県民税    ②期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }  ④期
介護保険料
保　育　料    ８月分
下水道使用料    ７月分
納期限日（口座振替日）
　　平成26年９月１日（月）

固定資産税    ③期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }  ⑤期
介護保険料
保　育　料    ９月分
下水道使用料    ８月分
納期限日（口座振替日）
　　平成26年９月30日（火）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

8月 27日
9月10日

町税務課員が対応します。
☎ 237−2639（直通）

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”
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若
者
に
多
い
ト
ラ
ブ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
傾
向
と
対
策
～

○
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
ト
ラ
ブ
ル

　
「
無
料
」
と
う
た
わ
れ
た
オ
ン
ラ

イ
ン
ゲ
ー
ム
で
課
金
を
繰
り
返
し
、

高
額
請
求
を
受
け
た
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
引
き
落
と
し
に
気
づ
い

た
時
は
３
か
月
も
経
過
し
て
い
た
。

→
無
料
と
広
告
さ
れ
て
い
る
場

合
で
も
、
有
料
ア
イ
テ
ム
等
を
購

入
し
な
け
れ
ば
楽
し
め
な
い
場
合

が
あ
り
、
す
べ
て
無
料
で
は
な
く
、

別
途
通
信
料
が
掛
か
り
ま
す
。

○
個
人
情
報
流
出
の
ト
ラ
ブ
ル

　

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
携
帯
ア
プ

リ
が
、
電
話
帳
デ
ー
タ
を
勝
手
に

外
部
転
送
す
る
不
正
ア
プ
リ
だ
っ

た
。

→
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
へ
の
直
接
ア
ク
セ
ス
や
ア

プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
、
Ｓ
Ｄ
カ
ー

ド
等
に
よ
り
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
や

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
等
の
危
険
性

が
あ
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

が
必
要
で
す
。

○
電
子
商
取
引
の
ト
ラ
ブ
ル

　

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
買
い
物
を

し
、
支
払
い
も
済
ま
せ
た
が
、
商

品
が
届
か
な
い
。
メ
ー
ル
も
電
話

も
つ
な
が
ら
な
い
。

→
通
信
販
売
は
、
非
対
面
・
遠
隔

地
取
引
と
い
う
性
質
上
、
商
品
未

着
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
の
適
用
外
で
す
。

シ
ョ
ッ
プ
の
連
絡
先
や
返
品
の
条

件
等
を
確
認
し
、
決
済
の
安
全
性

を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
相
手

先
が
海
外
の
場
合
は
注
意
が
必
要

で
す
。「
消
費
者
庁
越
境
消
費
者
セ

ン
タ
ー
」
で
は
、
海
外
事
業
者
と

取
引
を
し
た
消
費
者
を
対
象
に
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
ト
ラ
ブ
ル

　

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
衣
類

を
落
札
。
し
か
し
届
い
た
商
品
は
、

掲
載
写
真
の
印
象
と
違
っ
て
古
く
、

汚
れ
て
い
た
。
返
品
は
、「
ノ
ー
ク

レ
ー
ム
・
ノ
ー
リ
タ
ー
ン
」
と
あ
る
。

→
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
基
本

的
に
利
用
者
同
士
が
直
接
取
引
す

る
た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
や
す

い
取
引
で
す
。
説
明
に
な
い
傷
や

機
器
の
故
障
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が

起
き
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
出

品
者
か
ら
詳
細
な
事
前
説
明
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
商
品
未
着
な
ど
の

場
合
、
補
償
制
度
が
用
意
さ
れ
た

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
も
あ
る
の

で
、
事
前
に
適
用
条
件
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

見守り新鮮
情報 8 月号

車
上
ね
ら
い

こんな車が狙われます！
１　バッグやパソコンなど金目の
　　物が社内に残されている車
２　エンジンがかけっ放しでコン
　　ビニなどに駐車している車
３　深夜、自宅前の屋外車庫や暗
　　い駐車場にある車
４　カーナビやカーステレオなど
　　高額部品がついている車

地域安全ニュース
みんなでつくろう安全・安心の街
発行者：御船警察署　御船地区防犯協会
電 話：282-1110（261 ～ 264）

す
ぐ110番
不 審 人 物 を み か け た ら 、

多 

発



広報かしま2014.8

24

人
権
問
題
の

　
　
　

正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その269〕

　

子
ど
も
の
人
権

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
起
き
て

い
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
ら
は
「
人

権
」
と
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の

か
を
、「
あ
る
日
の
出
来
事
」

を
通
し
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

○
子
ど
も
を
一
人
の
人
間
と
し

て
尊
重
し
て
い
ま
す
か
？

[

あ
る
日
の
出
来
事]

　

わ
た
し
の
大
好
き
な
お
友
だ
ち

　
「
遊
び
に
行
っ
て
き
ま
ー
す
。」

「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。
今
日
は

誰
と
い
っ
し
ょ
？
」「
さ
や
か
ち

ゃ
ん
と
あ
か
ね
ち
ゃ
ん
。」
わ
た

し
が
言
う
と
、「
あ
か
ね
ち
ゃ
ん

も
？
」
マ
マ
は
、
少
し
変
な
顔

を
し
た
。

　

マ
マ
は
さ
や
か
ち
ゃ
ん
の
マ

マ
と
仲
良
し
で
、
い
つ
も
か
わ

い
い
服
装
を
し
て
い
る
さ
や
か

ち
ゃ
ん
が
好
き
な
の
。
で
も
、

い
つ
も
公
園
で
泥
だ
ら
け
に
な

っ
て
遊
ん
で
い
る
あ
か
ね
ち
ゃ

ん
の
こ
と
は
、
好
き
じ
ゃ
な
い

の
か
な
？

　
「
こ
の
前
、
あ
か
ね
ち
ゃ
ん
と

遊
ん
で
、
お
気
に
入
り
の
服
を

真
っ
黒
に
し
て
た
じ
ゃ
な
い
。」

と
マ
マ
。
そ
れ
で
わ
た
し
は
マ

マ
に
言
っ
た
の
。「
あ
の
ね
、
マ

マ
。
あ
か
ね
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ

も
や
り
た
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い

な
の
。
そ
れ
に
わ
た
し
に
い
ろ

ん
な
事
を
教
え
て
く
れ
る
の
よ
。

だ
か
ら
、
わ
た
し
は
大
好
き
。

じ
ゃ
あ
行
っ
て
き
ま
す
。」

　

そ
の
夜
、
そ
の
話
を
聞
い
た

パ
パ
が
マ
マ
に
「
あ
の
子
は
き

ち
ん
と
自
分
の
気
持
ち
を
言
え

る
ん
だ
ね
。」
と
嬉
し
そ
う
に
話

し
て
い
る
の
を
聞
い
た
。

●
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

　

ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で
、「
子

ど
も
な
ん
だ
か
ら
」「
言
う
と
お

り
に
し
な
さ
い
」
と
頭
ご
な
し

に
子
ど
も
の
行
動
を
制
限
し
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

基
本
的
人
権
は
誰
も
が
生
ま

れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
当
然
、
子
ど
も
に
も

大
人
と
同
じ
よ
う
に
基
本
的
人

権
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
人
に
は
、「
今
ど
き
の
子
ど

も
は
…
」
と
嘆
い
た
り
、
子
ど

も
に
一
方
的
に
考
え
を
押
し
付

け
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
子

ど
も
を
信
頼
し
、
子
ど
も
の
「
気

付
き
」
を
待
ち
、
成
長
を
適
切

に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

（
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

　
　
　
　
　

啓
発
資
料
よ
り
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

犯
罪
の
な
い
住
み
よ
い
町
に

　

嘉
島
町
の
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
実
施
委
員
会
は
７
月
17
日
、

の
ぼ
り
旗
を
立
て
た
り
、
ス
テ
ッ

カ
ー
を
張
っ
た
り
し
た
自
動
車
で

町
内
を
パ
レ
ー
ド
、「
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を
支
え
ま

し
ょ
う
」「
犯
罪
や
非
行
の
な
い

町
を
築
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

７
月
の
社
明
運
動
強
調
月
間
に

あ
わ
せ
て
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
保
護
司
や
民
生
委
員
会
、

町
議
会
、
区
長
会
な
ど
か
ら
委
員

郡
内
パ
レ
ー
ド
も
嘉
島
発

　

上
益
城
郡
内
の
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
啓
発
パ
レ
ー
ド
は
７
月

８
日
、
嘉
島
町
役
場
前
を
ス
タ
ー

ト
、
青
色
パ
ト
カ
ー
や
軽
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
10
台
で
、
益
城
、
御
船
、

甲
佐
の
各
町
を
２
時
間
余
り
か
け

て
巡
回
し
ま
し
た
。

　

出
発
に
先
立
ち
、
嘉
島
町
役
場

前
に
は
保
護
司
を
中
心
に
約
40
人

が
集
合
。
上
益
城
地
区
保
護
司
会

御
船
分
会
の
赤
星
良
一
会
長
か
ら

荒
木
町
長
に
、
法
務
大
臣
と
県
知

事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

町
内
を
パ
レ
ー
ド

15
人
が
町
役
場
前
に
集
合
。
会
長

の
荒
木
町
長
が
「
委
員
の
皆
さ
ん

に
は
先
頭
に
立
っ
て
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
立

ち
直
り
を
支
え
る
と
と
も
に
、
犯

罪
と
非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
な

町
づ
く
り
に
町
民
み
ん
な
で
取
り

組
み
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
い
う

町
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
５
台
の
車
に
分
乗
、

役
場
職
員
な
ど
約
20
人
が
拍
手
で

見
送
る
中
を
出
発
。
町
の
北
部
か

ら
東
部
、
南
部
、
西
部
と
約
１
時

間
半
を
か
け
て
パ
レ
ー
ド
、
マ
イ

役場前での出発式

拍手の中をパレード出発

赤星会長（右）からメッセージを受け取る荒木町長

ク
で
運
動
へ
の
理
解
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
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同和問題の解決をめざして 私たちはどのようなことに取り組んだ
らよいのでしょうか？

　私たちは、日常生活において、一人ひとりの個
性を見るのではなく、ある集団に、固定的なレッ
テルを貼って、その人を一方的に評価してしまう
ことがあります。このことは、偏見や差別につな
がります。偏見は、科学的な根拠のない話や噂な
ど安易に受け入れ、ものごとを一面的にしか見な
いなど、自分自身で考え、判断しようとしない態
度が生まれます。
　偏見をなくすには、ものごとを正しく見ようと
する意欲、相手の立場や気持ちをわかろうとする
姿勢、ものごとを表面的にとらえず深く掘り下げ
るものの見方が大切です。

　私たちは、血筋や家柄、迷信にこだわるなど、
非合理的な考え方や誤った意識で判断したり、行

動したりしてしまうことはないでしょうか。また、
ものごとを決め、判断するとき、「おかしい」と感
じても、「周りの人はどう思うだろうか」といった
世間体にとらわれてしまう傾向があるのではない
でしょうか。
　他人の噂話などに影響されない広い視野を持ち、
自分自身で考え、判断することが大切です。

　もっとも大切なことは、同和問題について正し
く学ぶことです。そのことで、いかに部落差別が
不合理なものであるかに気づくはずです。このこ
とは同和問題だけではなく、さまざまな人権問題
にも共通することです。また、差別の不合理を学
ぶことによって、自分自身の人権感覚を磨くこと
にもなり、これからの生き方に必ず役立つもので
す。

＜思い込みや偏見をなくす＞

＜同和問題の正しい理解＞

嘉
島
中
で
人
権
教
室

「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
っ
て
何
？
」

　

熊
本
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
上

益
城
部
会
は
７
月
15
日
、
嘉
島
中

学
校
で
人
権
教
室
を
開
催
。「
デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ
っ
て
何
？
」
を
テ
ー
マ
に

寸
劇
を
交
え
な
が
ら
、
交
際
中
の

若
い
男
女
間
の
暴
力
を
防
ぎ
、
互

い
の
気
持
ち
を
尊
重
す
る
よ
う
、

生
徒
た
ち
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

同
部
会
は
、
郡
内
の
中
学
校
を

巡
回
し
て
人
権
教
室
を
開
い
て
お

り
、
嘉
島
中
は
３
年
ぶ
り
２
回
目
。

こ
の
日
は
井
口
誠
一
会
長
と
委
員

９
人
が
訪
問
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
体
育
館
に
は
全
校
生
徒

が
集
合
。
委
員
た
ち
は
、
中
３
の

娘
に
彼
氏
が
で
き
、携
帯
電
話
メ
ー

ル
の
中
身
を
見
ら
れ
た
り
、
暴
力

を
ふ
る
わ
れ
た
り
し
て
い
る
が
、

娘
は
そ
れ
で
も
「
嫌
わ
れ
た
く
な

い
」
と
彼
氏
の
言
い
な
り
に
な
っ

て
い
る
、
と
い
う
寸
劇
を
披
露
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
上
映
し
て
、「
デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ
」
に
は
身
体
的
暴
力
の
ほ
か
、

言
葉
に
よ
る
精
神
的
な
暴
力
、
お

金
を
取
っ
た
り
ア
ル
バ
イ
ト
を
さ

せ
る
な
ど
の
経
済
的
暴
力
な
ど
も

あ
る
と
説
明
し
、「
力
と
支
配
は

熊
本
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
上
益
城
部
会

い
じ
め
や
セ
ク
ハ
ラ
に
も
通
じ
る

が
、
Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
に
も
加
害
者

に
も
な
ら
な
い
よ
う
に
、
互
い
の

気
持
ち
を
尊
重
し
大
事
に
し
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
身
近
な
テ
ー
マ

な
だ
け
に
真
剣
な
表
情
で
聞
き
入

り
、「
相
手
が
ど
ん
な
こ
と
を
思

っ
て
い
る
か
を
考
え
、
で
き
る
こ

と
を
精
一
杯
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

寸劇を交えてデートDV防止を訴えた人権教室

＜迷信や世間体にとらわれない＞

■データ（数値は平成 16 年度実施「人権に関する県民意識調査」より）

同和問題の解決に必要なこと（複数回答）
　１　教育・啓発広報活動を推進する 42.6％
　２　自由な意見交換ができる環境をつくる 35.0％
　３　同和関係者が自立して生活しやすい環境にする 29.7％
　４　えせ同和行為を排除する 25.7％
　５　同和問題に係る人権相談所や電話相談所を充実する 23.8％
　　　（以下略）

（熊本県人権啓発資料より）
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①赤唐辛子、長ねぎはぶつ切りにし、Ａと
　混ぜ合わせる。
②豚肉を①につけておく。
③フライパンに油を熱し、もやしと青梗菜
　を炒め、塩、こしょうで味付けし、皿に
　敷く。
④フライパンに油を足し、豚肉をつけ汁ご
　と焼く。 ③に盛り、つけ汁もかける。

（エネルギー195kcal、塩分1.5ｇ）

豚肉（もも） 160ｇ
赤唐辛子 適宜
長ねぎ ５cm（10ｇ）
濃口醤油 大さじ１
酒 大さじ１
みりん 小さじ２・１/３
油 小さじ２
もやし １/４袋（60ｇ）
青梗菜 ２/３株（80ｇ）
油 小さじ１/２
塩 ３つまみ
こしょう 適宜

嘉島町食生活改善推進員協議会

｢くまもと食で育む命･絆･夢プラン｣に沿って

食欲増進♪夏バテ防止♪

豚肉の南蛮焼き風
＜材料＞ （２人分）

A

ゴーヤの甘酢サラダ
＜材料＞　（２人分）

エネルギー代謝を助けてくれるビタミンＢ１を多く含んだ豚肉
をお酢を利かせた南蛮焼き風でさっぱり♪さらに、つけあわせ
のお野菜でボリュームたっぷり♪栄養もしっかり摂れますよ♪

夏場の食欲増進メニューとしてよく登場する
「南蛮」は、ねぎや唐辛子を使った料理の総
称です。江戸時代、ポルトガル人などの食事
ねぎが多く使われていたので、ねぎを使った
日本料理も南蛮と呼ぶようになったそうです。

ゴーヤ １／２本（75ｇ）
にんじん ２cm
はるさめ 25ｇ
酢 大さじ１
砂糖 大さじ１／２
サラダ油 大さじ１／２
塩 小さじ１／６

A

①ゴーヤは縦半分に切り、種とわたをとっ
　て３mm幅の薄い半月切りにする。
②はるさめは袋の表示通りにゆでてもど
　し、食べやすい長さに切る。同じ鍋でゴー
　ヤと人参もさっとゆで、水気を切る。
③Ａを混ぜ合わせ、②を和える。

（エネルギー88kcal、塩分0.5ｇ）

　 今夜のおかずにもう一品♪
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「早寝・早起き・朝ごはん」＋「朝の光」

　私達のからだは毎日、自律神経とホルモンの働きによってからだの中で
狂わないように維持調整されています。
　朝起きて、昼に活動し、夜眠るという当たり前の生活をすることによっ
て、その能力が発揮されるようになっています。生活リズムが崩れてしま
うと、心や体の健康が保てなくなってしまう場合があるだけでなく、子ど
もにとっては学力や体の成長に影響する場合があります。
　そのため、生活リズムを整えることはとても大切です。

　人間の体内時計は 25時間周期と言われていますが、１日は 24時間。そのため、何も
しないと１日に１時間ずつずれてしまいます。

が、朝から光を浴びることで、脳内にある『体内時計が 25時間から 24時間の周
期にリセットされる』と言われています。

　朝から体内時計がリセットされない状態が続くと、朝起きられなくなったり、昼
間ぼーっとすることが多くなったりします。

　しかし、早起きをして朝の光を浴びると、不安や恐怖が気持ちを抑え、穏やかな気分にする『セロト
ニン』という脳の中の神経で働く物質が分泌され始めます。
　『セロトニン』が毎日たくさん分泌されていると、不安なことや失敗することがあっても、安心した前
向きな気持ちに切り替えることができます。

　また、『セロトニン』が増えてくると、『メラトニン』というホルモン
に変化します。この『メラトニン』というホルモンは眠気をもたらす働
きがあり、朝の光を浴びた後、約 13～ 15時間後に眠くなるような分泌
が始まります。
　しかし、明るい環境では『メラトニン』の分泌が抑えられ、眠気を遠
ざけてしまいますので、夜はテレビや携帯電話のディスプレイなどの強
い光を見続けることは避けるようにしましょう。
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赤ちゃんが丈夫に育ち

　ママのからだを守るための学級

嘉島町マタニティー学級
妊娠おめでとうございます。
学級では、正常なお産にむけて妊婦健診結果の見方、週数にあった過ご
し方などお母さんの体・赤ちゃんの育ちについて学びます。忙しくても、
時間がなくても、育児をめいっぱい楽しみたい方、お待ちしています !!

役立つ

ミニ講話

先輩ママからのアドバイス

赤ちゃんとのふれあい

（ティータイム）

保育園等

子育て情報

お得な情報
盛りだくさん！

実　施　日 時　間

平成 26年 9月 17日（水）
受付　13：40～ 14：00

開始　14：00～ 15：30
　※日程については変更になることもあります。必ず健康カレンダーでご確認ください。

◆対象者：嘉島町にお住まいの妊婦さん（第 1子出産予定の初妊婦さん優先）
　　　　　先着 15名様まで　お早めに♪
◆場所：嘉島町保健センター（町民会館内）
◆参加費：無料
◆持ってきていただきたいもの：母子健康手帳、筆記用具

お申込方法
平成26年９月 10日（水）までに嘉島町役場町民課保健係（Tel237-2574）に電話又
は口頭でお申し込みください。

託児はないけど
上の子も一緒にどうぞ♪
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Goodbye Kashima

　After living in Kashima for two years, I will 
soon return to the U.K. Kashima has become 
my home, so I am extremely sad to say goodb
ye. Life here was very different to London but I 
really enjoyed the change. I am used to living 
in cities so, when I first arrived, I remember 
thinking that all the bright green rice fields 
were beautiful. Another big change was that 
people were so friendly and always said hello to 
me in the street.That doesn’t usually happen in 
London! I was always happy to bump into my

students around town and being greeted by people wasso nice.
　I have always been very happy here and I made many good memories. I particularly 
remember playing games with my students （I feel like I was always the demon in 
Onigokko!）, going to Rokka Shrine festival, swimming in the very cold outdoor
pool in summer and , spending hours running along the Midori river training for 
Kumamoto marathon. It was also great when my parents visited in the spring 
and I could show them around my new home.

　Most of all, I will really miss my
 wonderful students. Thank you for all the 

pictures, messages and origami! I am 
hoping that in the U.K also, I can work 
in a school. I would love to set up a 
Japanese club and teach English students

 some Japanese and about Japanese culture. 
Lastly, I want to say that I am very grateful 
to everyone who has helped me and made 
my time here so enjoyable. I will never 
forget my time here. Thank you so much! 

さよなら嘉島
　嘉島町に２年間住んでいましたが、私はもうす
ぐイギリスへ帰ります。嘉島町は私の故郷になり、
お別れを言うのが本当に悲しいです。ここでの生
活は、ロンドンの生活とかなり違っていましたが
良かったです。都会に住み慣れていたので、最初
に到着した時、鮮やかな緑の田んぼがきれいだと
思ったことを思い出します。もう一つ、大きく
違ったことが、みんな友好的で、いつも道で会う
と挨拶してくれることでした。そういったことは、
ロンドンでは珍しいです！いつも、町内で生徒た
ちや、偶然出会った方々に挨拶されるところがい
いなと思います。
　ここでの生活は幸せで、いい思い出がたくさん
出来ました。ふと思い浮かぶのは、生徒たちと
ゲームをしたり（私はいつも鬼の役だった気がしま

すが！）、六嘉神社の祭へ行ったり、夏に冷た～い天
然プールで泳いだり、熊本城マラソンのために何
時間も緑川沿いを走ったりしたことです。そして、
春に両親が来てくれた時、私の故郷になった嘉島
町を案内することが出来て良かったです。
　一番淋しいのは、素晴らしい生徒たちに会えな
くなることです。みんなにいただいた写真や絵、
メッセージに折り紙ありがとうございました。イ
ギリスでも学校関係の仕事に就くことを希望して
います。そこで、少し日本語と日本の文化を教え
ることが出来たらいいなと思います。最後になり
ますが、みなさんのおかげで、嘉島町で過ごした
時間がとても楽しく、本当に感謝の気持ちでいっ
ぱいです。ここで過ごした時間は決して忘れませ
ん。ありがとうございました！

嘉島東小６年１組で
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大野ツチエさん
（上　島）

森永　龍子さん
（上六嘉）

小麦畑と夏の雲（上島）
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意

輪

一　

般　

寄　

付

7月の
　　 町長の動き

荒木町長談

１日 ・庁内常会及び課長会議
２日 ・全国町村会正副会長会及び理事会並びに要望活
　　　  動　～ 3 日
４日 ・上益城地域振興局総務振興課来庁応対
 ・熊本県管財課来庁応対
 ・熊本県サッカー協会会長来庁応対
 ・肥後銀行嘉島支店長来庁応対
 ・上益城郡町村会監査及び総会
 ・上益城地域振興局主要事業説明会
５日 ・下六嘉コミュニティーセンター起工式
 ・憲法改正に向けた対話集会
 ・各種団体からの県に対する予算要望に回答する会
６日 ・上益城郡消防操法大会
７日 ・課長会議　　・上益城地区国保連絡協議会総会
 ・九州電力熊本東営業所長来庁応対
 ・嘉島町青少年育成町民会議
８日 ・熊本県市町村振興協会事務局長来庁応対
 ・熊本県企画振興部長来庁応対
９日 ・上益城地域「ふるさと農地未来づくり運動」推
　　　  進本部会議
 ・上益城地域農業振興協議会総会
10 日 ・サントリー熊本熊本工場長来庁応対
11 日 ・熊本県土地改良事業団体連合会来庁応対
 ・熊本県町村会正副会長会
13 日 ・第 64 回上益城郡民体育祭
14 日 ・課長会議
 ・熊本県農業信用基金協会来庁応対
 ・第２回熊本県土地改良事業団体連合会理事会
 ・九州中央自動車道建設促進協議会総会
 ・部落解放同盟熊本県支部来庁応対
15 日 ・全国町村会正副会長会
16 日 ・土改連九州協議会要請活動
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
17 日 ・嘉島町社会を明るくする運動パレード
 ・嘉島町老人クラブ連合会幹部研修会
 ・くまもと売れる米づくり推進大会
 ・嘉島町食品衛生協会総会
18 日 ・熊本県農業信用基金協会理事会
 ・河川河岸防災協会来庁応対
22 日 ・課長会議
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合臨時会
23 日 ・嘱託員会議
 ・嘉島町地域農業再生協議会
 ・緑川改修期成会役員会及び総会
24 日 ・第 31 回熊本県警察少年柔道・剣道錬成大会
 ・緑川の日実行委員会交流会
25 日 ・嘉島町農業委員選任書交付式
 ・４府県町村会情報化事業に伴う会長・局長会
28 日 ・課長会議
 ・地籍調査推進委員に係る業務説明会
 ・嘉島町総合運動公園施工業者感謝状贈呈式
 ・嘉島町都市計画審議会
 ・熊本サントリー会
29 日 ・河川海岸防災協会総会
30 日 ・庁内常会及び課長会議
 ・熊本県管財課来庁応対
31 日 ・土改連九州協議会要請活動

上益城郡消防（操法）大会の開会式。嘉島町消防団も整列
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を
も
っ
て
避
難
所
を
開
設
し
ま
し
た
。
幸
い

九
州
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
急
速
に
勢
力
が
衰
え
、

た
い
し
た
被
害
も
な
く
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　

た
だ
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
備
え
は
、
怠
ら
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

暑
さ
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。
先
日
、
九
電

か
ら
節
電
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
役
場
で
も

ク
ー
ラ
ー
の
温
度
を
高
め
に
す
る
な
ど
節
電
に

努
め
て
い
ま
す
。
町
内
の
ご
家
庭
や
企
業
で
も

努
力
し
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
熱
中
症
も
心
配
で
す
。
く
れ
ぐ
れ

も
無
理
の
な
い
節
電
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

中
林
ヒ
ロ
コ　

様
（
西
村
）

　
　
　

亡　

幾
代　

様
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発行日　平成26年８月８日

嘉島町の人口動態
平成26年７月31日現在

（前月比）

人   口 9,095 人　 　8）

　男　　 4,364 人　 　7）

　女　　 4,731 人 　１ ）

世帯数　 3,345 世帯 11）

  

  

  

  
 
  

  

  
「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係
に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のう
えsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

 

いつもいっしょに遊ぶ仲良し姉弟です。
ご両親：笠　泰将さん・直美さん（下仲間）

広報かしま2014.8

「Ｌet’s enjoy 楽しんでいます」では元気に活動されるお年寄りの団体や個人を紹介します。
掲載を希望される方は総務課広報係までご連絡ください。
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梅
雨
も
明
け
、
夏
本
番
。
ジ
メ
ジ
メ

感
か
ら
解
放
さ
れ
ま
し
た
が
、
暑
さ
は

日
に
日
に
増
し
、
体
力
は
消
耗
す
る
ば

か
り
。
元
気
よ
く
鳴
く
蝉
の
パ
ワ
ー
を

分
け
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　

７
月
に
は
取
材
を
通
し
て
命
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
毎
年
の
よ
う
に
夏
休
み
中
に
不
慮

の
事
故
で
尊
い
命
を
奪
わ
れ
る
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
を
目
に
し
ま
す
。
悲
し
い
事

故
が
な
い
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

短
い
夏
を
懸
命
に
鳴
き
続
け
る
蝉
も
、

我
が
身
を
も
っ
て
命
の
大
切
さ
を
訴
え

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。（
係
）

　北甘木グラウンドゴルフ協会（奥村孝正会長、会員35名）の皆さん。
毎週、土・日に北甘木公園をホームグラウンドに活動しています。
　この日も恒例のラジオ体操で身体をほぐしたあと、休憩をはさみなが
ら４ホールを周回。健康づくりのために定期的に活動していますが、ホー
ルインワン賞などの特典もあり、わきあいあいの中にも真剣にプレーを
楽しんでいます。

笠
　美
咲
（
み
さ
き
）
ち
ゃ
ん
（
右
）

平
成
22
年
１
月
23
日
生

　
　健
琉
（
た
け
る
）
く
ん
（
左
）

平
成
24
年
11
月
22
日
生

８月10日（日） からしま小児科医院（嘉島町）
  ☎２３５－６３３３
８月17日（日） 田上皮ふ科クリニック（御船町）
  ☎２８１－１１１２
８月24日（日） 大串内科（嘉島町）
  ☎２３４－７８７３
８月31日（日） 山地外科胃腸科医院（嘉島町）
  ☎２３７－０００３
９月  ７ 日（日） 笹原外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８２－００７０
 古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８４－２０１０
９月14日（日） のぐち皮ふ科医院（嘉島町）
  ☎２３７－４１１２
９月15日（月・祭） 榊田外科医院（御船町）
  ☎２８２－６３６３

　（＋

　（＋

　（＋

　（＋


